
計画の区分： 学部の設置

[令和２年度設置］

　　　　　　　　　　　　　　　注１

金沢学院大学　経済学部　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人金沢学院大学　　　
                                                    令和２年５月１日現在     

　作成担当者

　　担当部局（課）名

　　　職名・氏名　　財務
ザ イ ム

部
ブ

参事
サ ン ジ

　石川
イシカワ

　温
アツシ

　　　電話番号　　０７６－２２９－８８６４

　　　（夜間）　　０７６－２２９－８８６４

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０７６－２２９－１３８５

　　　ｅ－mail　　kikaku@kanazawa-gu.ac.jp

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　３　大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和２年度の履行状況

　　　　　報告書の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

届出

大学番号：私立１５９
注３

届出
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（アキヤマ　ミノル）

秋山　稔

（平成２９年１月）

（アキヤマ　ミノル）

秋山　稔

（平成２５年４月）

（タカハシ　ヒロシ）

高橋　啓

（令和２年４月）

（タカハシ　ヒロシ）

高橋　啓

（令和２年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和元年度に報告済の内容　→（元）

　　　　　　令和２年度に報告する内容　→（２）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人金沢学院大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　金沢学院大学

　　　　石川県金沢市末町１０の５番地の１

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒９２０－１３９２

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

学　　長

職　　名

1



（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、平成２８年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　

　経済学部

　　　経済学科 4 80 ３年次 330

5

　学士（経済学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

535 ― ― ― ― ― ― ―

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

520 ― ― ― ― ― ― ―

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

201 ― ― ― ― ― ― ―

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

80 ― ― ― ― ― ― ―

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和２年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

1.00倍 ―

Ｂ　 入学者数

(　―　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

80

(　―　)

― ―

[ 　―　 ] [ 　―　 ]

― ― ―

(　―　)

[ 　―　 ]

―1.00

[ 　―　 ]

(　―　)

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

経済学関係

年 人 年次 人

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　考
学位又は学科

の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和５年度令和２年度 令和３年度 令和４年度

備　　考
平均入学定

員
超 過 率

開設年度か
ら報告年度
までの平均
入学定員超

過率

2



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

80 ― ― ― ― ― ― ―

[　―　] [　―　] [　―　] [　―　] [　―　] [　―　] [　―　] [　―　]

（ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ）

― ― ― ― ― ―

[　―　] [　―　] [　―　] [　―　] [　―　] [　―　]

（ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ）

― ― ― ―

[　―　] [　―　] [　―　] [　―　]

（ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ）

― ―

[　―　] [　―　]

（ ― ） （ ― ）

　　・令和２年５月１日　公表

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

（　 ― 　）

―

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和５年度

（　 ― 　） （　 ― 　） （　 ― 　）

令和２年度 令和３年度 令和４年度

計

備　　　　　考

80 ― ―

[　 ― 　] [　 ― 　] [　 ― 　] [　 ― 　]

４年次

１年次

２年次

３年次

3



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

80 人 0 人 令和２年度 0 人 0 人

令和２年度 ― 人 ― 人

令和３年度 ― 人 ― 人

令和２年度 ― 人 ― 人

令和３年度 ― 人 ― 人

令和４年度 ― 人 ― 人

令和２年度 ― 人 ― 人

令和３年度 ― 人 　― 人

令和４年度 ― 人 ― 人

令和５年度 ― 人 ― 人

0 人 0 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 80

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） ―
令和３年度の在学者数（ｂ） ―

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） ―
令和４年度の在学者数（ｂ） ―

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） ―
令和５年度の在学者数（ｂ） ―

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

―

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

令和２年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

人

―

合　　計

人

令和５年度 ― 人 ― 人

人令和４年度 ―

令和３年度 ―人

－ ％=

=

=

=

=

=

=

=

0 ％

－ ％

－ ％
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【令和２年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 4 2 1前 2 3 2

2前 2 4 2 2前 2 3 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼2

－ 4 2 4 2 兼1 － 4 2 3 2 兼3

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2後 2 1 2後 2 0 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼2 1前 2 兼1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

－ 42 1 1 兼7 － 42 0 1 兼12

1前 2 兼3 1前 2 兼6

1後 2 兼3 1後 2 兼6

2前 2 兼1 2前 2 1 兼0

2後 2 兼1 2後 2 1 兼0

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

－ 4 8 兼5 － 4 8 1 兼6

1前 2 1 1前 2 0 兼1

－ 2 1 － 2 0 兼1

1前 2 2 1前 2 1 1 兼4

1後 2 1 2 兼1 1後 2 2 2 兼1

2前 2 1 2 兼1 2前 2 2 2 兼1

2後 2 1 2 兼1 2後 2 2 2 兼1

3前 2 3 兼1 3前 2 2 兼1

3後 2 3 兼1 3後 2 2 兼1

1～4通 1 1 1～4通 1 1

1～4通 1 1 1～4通 1 1

－ 8 6 4 2 兼1 － 8 6 3 2 兼4

－ 16 60 4 2 兼14 － 16 60 4 2 兼24

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 単位数兼
任
・
兼
担

２　授業科目の概要

＜経済学部　経済学科＞

【認可時又は届出時】

（１）－① 授業科目表

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称
配 当
年 次

科目
区分

学修基礎Ⅰ

科目
区分

教
養
科
目

修
学
基
礎
科
目

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

コンピュータ基礎演習Ⅰ

小計（ 3 科目）

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
科
目

哲学Ⅰ

哲学Ⅱ

社会学Ⅰ

社会学Ⅱ

西洋史概説Ⅰ

西洋史概説Ⅱ

日本史概説Ⅰ

日本史概説Ⅱ

東洋史概説Ⅰ

東洋史概説Ⅱ

人文地理学概説Ⅰ

一般数学

自然科学概論Ⅰ

自然科学概論Ⅱ

自然地理学概説Ⅰ

自然地理学概説Ⅱ

人文地理学概説Ⅱ

地誌

法学（日本国憲法）

心理学の基礎

経済学概論

総合英語Ⅰ

総合英語Ⅱ

小計（ 6 科目）

スポーツ科学

小計（ 21 科目）

教
養
科
目

修
学
基
礎
科
目

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
科
目

語
学
科
目

ス
ポ
ー

ツ
科
学

科
目

キ
ャ
リ
ア
科
目

学修基礎Ⅱ

コンピュータ基礎演習Ⅰ

小計（ 3 科目）

哲学Ⅰ

哲学Ⅱ

社会学Ⅰ

社会学Ⅱ

小計（ 1 科目）

英語Ⅰ

英語Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

キャリアプランニングⅡ

就業体験（インターンシップ等）

ボランティア体験

小計（ 8科目）

教養科目　計（ 39科目）

FSP講座

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

キャリアプランニングⅠ

西洋史概説Ⅰ

西洋史概説Ⅱ

日本史概説Ⅰ

日本史概説Ⅱ

東洋史概説Ⅰ

東洋史概説Ⅱ

人文地理学概説Ⅰ

一般数学

自然科学概論Ⅰ

自然科学概論Ⅱ

自然地理学概説Ⅰ

自然地理学概説Ⅱ

人文地理学概説Ⅱ

地誌

法学（日本国憲法）

心理学の基礎

経済学概論

小計（ 21 科目）

語
学
科
目

英語Ⅰ

英語Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

総合英語Ⅰ

総合英語Ⅱ

小計（ 6 科目）
ス
ポ
ー

ツ
科
学

科
目

スポーツ科学

小計（ 1 科目）

キ
ャ
リ
ア
科
目

FSP講座

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ

就業体験（インターンシップ等）

ボランティア体験

小計（ 8科目）

教養科目　計（ 39科目）

5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1 1前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 4 1 3前 2 6 2 兼5

3後 2 4 1 3後 2 6 2 兼5

4前 2 4 1 4前 2 6 2 兼5

4後 2 4 1 4後 2 6 2 兼5

－ 14 5 1 － 14 6 2 兼5

1前 2 1 兼2 1前 2 0 兼1

1後 2 1 兼1 1後 2 0 兼1

1前 2 兼3 1前 2 兼1

1後 2 兼2 1後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 兼1 1後 2 兼2

1後 2 兼1 1後 2 兼1

2前 2 1 2前 2 0 兼1

2後 2 1 2後 2 0 兼1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2前 2 1 2前 2 1 0

2後 2 1 2後 2 1 0

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 兼1 2後 2 1 兼0

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

単位数
科目
区分

専
門
科
目

専
門
必
修
科
目

専
門
選
択
科
目

基
礎
科
目

展
開
科
目

小計（ 7 科目）

基
礎
科
目

現代経済論Ⅰ

ミクロ経済学Ⅰ

マクロ経済学Ⅰ

基礎演習Ⅰ

会計学基礎Ⅰ

会計学基礎Ⅱ

情報マネジメント基礎

経済数学

現代経済論Ⅱ

基礎演習Ⅱ

原価計算Ⅰ

原価計算Ⅱ

財務会計

商業簿記Ⅰ

商業簿記Ⅱ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

経営学基礎Ⅰ

経営学基礎Ⅱ

経済学史

経済データ分析Ⅰ

経済データ分析Ⅱ

計量経済学Ⅰ

計量経済学Ⅱ

コンピュータ基礎演習Ⅱ

統計基礎

まちづくり論

観光と経済

社会保障論

政治学概論

税法基礎

マーケティング論Ⅱ

マクロ経済学Ⅱ

ミクロ経済学Ⅱ

経営管理論Ⅰ

日本経済史

世界経済史

法律学概論

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数

経営管理論Ⅱ

ビジネス英語Ⅰ

ビジネス英語Ⅱ

マーケティング論Ⅰ

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称
配 当
年 次

情報マネジメント基礎

経済数学

計量経済学Ⅱ

原価計算Ⅰ

原価計算Ⅱ

財務会計

商業簿記Ⅰ

社会保障論

経済学史

経済データ分析Ⅰ

経済データ分析Ⅱ

計量経済学Ⅰ

法律学概論

マーケティング論Ⅰ

マーケティング論Ⅱ

専
門
科
目

専
門
必
修
科
目

基
礎
科
目

現代経済論Ⅰ

ミクロ経済学Ⅰ

マクロ経済学Ⅰ

展
開
科
目

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

小計（ 7 科目）

専
門
選
択
科
目

基
礎
科
目

経営学基礎Ⅰ

現代経済論Ⅱ

コンピュータ基礎演習Ⅱ

統計基礎

まちづくり論

観光と経済

経営学基礎Ⅱ

会計学基礎Ⅰ

会計学基礎Ⅱ

マクロ経済学Ⅱ

ミクロ経済学Ⅱ

商業簿記Ⅱ

政治学概論

税法基礎

日本経済史

世界経済史

経営管理論Ⅰ

経営管理論Ⅱ

ビジネス英語Ⅰ

ビジネス英語Ⅱ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 0 兼1

3後 2 兼4 3後 2 兼4

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 兼1 4前 2 兼1

4後 2 兼1 4後 2 兼1

4前 2 兼1 4前 2 兼1

4前 2 兼1 4前 2 兼1

4後 2 兼1 4後 2 兼1

－ 148 5 1 兼27 － 148 5 2 兼21

14 148 5 1 兼27 14 148 6 2 兼21

－ 30 208 6 2 兼37 － 30 208 6 2 兼38

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

教養科目の必修科目から１６単位、教養科目の選択科目から１６単位以上、専門科目の必修単位
から１４単位、専門科目の選択科目から８２単位以上を修得し、合計１２８単位以上修得しなければ
ならない。
なお、年間の履修科目の登録の上限は原則４８単位とする。

合計（ 120科目）

卒業要件及び履修方法

専
門
科
目

合計（ 120科目）

民法Ⅰ

民法Ⅱ

労働経済学

金融論Ⅰ

金融論Ⅱ

金融データ分析

経営組織論

経済政策論

産業組織論

計量社会科学Ⅰ

専
門
選
択
科
目

展
開
科
目

小計（74科目）

計量社会科学Ⅱ

ゲーム理論

社会データ分析

商法Ⅰ

地域経済論

商法Ⅱ

人的資源管理

社会政策論

公益事業論

国際経済

財政学Ⅰ

財政学Ⅱ

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数

北陸経済産業論

地域振興論

都市と文化

ビジネス・ケーススタディ

ビジネス戦略

医療政策論

政治学

税法

地域金融を考える

観光経済論

公共経済学

公共政策論

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

専
門
科
目

専
門
選
択
科
目

展
開
科
目

公共経済学

公共政策論

民法Ⅰ

民法Ⅱ

労働経済学

金融論Ⅰ

金融論Ⅱ

金融データ分析

経営組織論

社会政策論

公益事業論

国際経済

財政学Ⅰ

財政学Ⅱ

経済政策論

産業組織論

計量社会科学Ⅰ

計量社会科学Ⅱ

ゲーム理論

税法

地域金融を考える

地域経済論

観光経済論

地域振興論

社会データ分析

商法Ⅰ

商法Ⅱ

人的資源管理

政治学

小計（74科目）

専門科目計（ 81科目）

コーポレートファイナンスⅠ

コーポレートファイナンスⅡ

マーケティング・リサーチ

流通論Ⅰ

流通論Ⅱ

都市と文化

ビジネス・ケーススタディ

ビジネス戦略

医療政策論

北陸経済産業論

専門科目計（ 81科目）

卒業要件及び履修方法

教養科目の必修科目から１６単位、教養科目の選択科目から１６単位以上、専門科目の必修単位
から１４単位、専門科目の選択科目から８２単位以上を修得し、合計１２８単位以上修得しなければ
ならない。
なお、年間の履修科目の登録の上限は原則４８単位とする。

流通論Ⅱ

コーポレートファイナンスⅠ

コーポレートファイナンスⅡ

マーケティング・リサーチ

流通論Ⅰ
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【令和２年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

・担当科目の調整のため、「学修基礎Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授4」から「教授3」に変更。
・担当科目の調整のため、「学修基礎Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授4」から「教授3」に変更、兼担を「0」から「1」に変更。
・教育効果を考え、「コンピュータ基礎演習Ⅰ」の兼担を「1」から「2」に変更。
・馬場先恵子教授の学内異動に伴い、「地誌」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授0」に変更、兼担を「0」から「1」に変更。
・担当科目の調整のため、「心理学の基礎」の兼担を「2」から「1」に変更。
・教育効果を考え、「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」の兼担・兼任を「3」から「6」に変更。
・平方裕久講師の就任に伴い、「英語コミュニケーションⅠ」「英語コミュニケーションⅡ」の専任教員等の配置を「講師0」から「講師1」に、兼担を「1」
から「0」に変更。
・多田邦宏講師の学内異動に伴い、「スポーツ科学」の専任教員等の配置を「講師1」から「講師0」に、兼担を「0」から「1」に変更。
・教育効果を考え、「FSP講座」の専任教員等の配置を「教授2」から「教授1」、「講師0」から「講師1」、兼担を「0」から「4」に変更。
・教育効果を考え、「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「キャリアデザインⅢ」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授2」に変更。
・担当科目の調整のため、「キャリアプランニングⅠ」「キャリアプランニングⅡ」の専任教員等の配置を「教授3」から「教授2」に変更。
・教育効果を考え、「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授4」から「教授5」、「講師1」から「講師2」、兼担
「0」から「5」に変更。
・担当科目の調整のため、「経営学基礎Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授0」、兼担を「2」から「1」に変更。
・担当科目の調整のため、「経営学基礎Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授0」に変更。
・担当科目の調整のため、「会計学基礎Ⅰ」の兼担を「3」から「1」に変更。
・担当科目の調整のため、「会計学基礎Ⅱ」の兼担を「2」から「1」に変更。
・教育効果を考え、「コンピュータ基礎演習Ⅱ」の兼担を「1」から「2」に変更。
・竹村裕樹教授の学内異動に伴い、「まちづくり論」「観光と経済」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授0」、兼担を「0」から「1」に変更。
・深堀遼太郎講師の就任辞退に伴い、「計量経済学Ⅰ」「計量経済学Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授0」から「教授1」、「講師1」から「講師0」に変更。
・加藤里沙講師の就任に伴い、「世界経済史」の専任教員等の配置を「講師0」から「講師1」、兼任を「1」から「0」に変更。
・竹村裕樹教授の学内異動に伴い、「都市と文化」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授0」、兼担を「0」から「1」に変更。

選択 自由

　　　　

備考

[　0　] [　0　]

0

[　0　]

計（Ａ）

120

[　0　]

必修

設置時の計画

必修

105

計

変更状況

105 0 120

選択 自由

15

　　　　

（１）－②授業科目表に関する変更内容
　　　　

15

　　　　

（２） 授業科目数
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

120

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

　　　　ください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

　　　　ください。

　該当なし

＝ 0

該当なし

該当なし
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備考

大学全体

点 点

3,391㎡ 屋 内 練 習 場

点

0㎡

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

12,665㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

そ　の　他

合　　　計

31,610㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

（233〔233〕） （1,473） (2,152)

収 納 可 能 冊 数

1,568 2,152 0

(2,152) （0）（1,473）

　

図
書
・
設
備

(５)

計
550〔267〕　

種

経済学部
経済学科

72,613〔12,433〕　

講　義　室

50室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

13室

35,590㎡ 10,612㎡

72,613〔12,433〕　

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

233〔233〕　 1,568 2,152 0

233〔233〕　

（550〔267〕）

0㎡ 46,202㎡

93,113㎡ 128,703㎡

0㎡ 44,275㎡

43室

実験実習室

6,000千円 6,000千円

1,500千円 1,500千円

開設年度

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

(68,343〔12,348〕) （550〔267〕） （233〔233〕）

体育館以外のスポーツ施設の概要

完成年度

229,914冊

完成年度

325 席

教員１人当り研究費等

2,755㎡

(７) 体　　育　　館
テ ニ ス コ ー ト

開設前年度

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,200千円 1,060千円

第４年次 第５年次

(68,343〔12,348〕)

172,978㎡

語学学習施設

（補助職員　　2人）

3室

情報処理学習施設

13室

（補助職員　　3人）

（0）

0㎡

電子ジャーナル

面　　　　　積

1,500千円

３　施設・設備の整備状況，経費

5,107㎡ 38,379㎡

（　　　　　16,228 ㎡）

67,200㎡ 105,778㎡

計

16,228㎡ 16,984㎡

（　　　　　16,984　㎡）（　　　 　5,107　㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

区　　　　　分

35,590㎡

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

82,501㎡ 0㎡ 82,501㎡0㎡

（　　　　　38,379　㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和２年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

経済学部　経済学科 室

冊

550〔267〕　

8

視聴覚資料

―千円1,060千円 ―千円

300千円

◆共用する他の学校
金沢学院短期大学
(必要面積：3,200㎡)

◆運動場用地(専用)借用
面積:1,386㎡、
期間:25年

◆その他(共用)借用面
積：919㎡，借用期間10
年 1,978㎡，借用期間
21年（寮敷地)

金沢学院短期大学と
併用
(必要面積：3,650㎡)

大学・短大全体

図書は大学及び短期大
学全体での共用分を含
む

機械･器具、標本は大
学及び短期大学全体で
の共用分を含む

大学・短大全体

図書費には電子ジャー
ナル・データベースの
整備費（運用コストを
含む）を含む。

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

設備購入費

図書購入費

1,060千円

300千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 自己資金、資産運用収入　等

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 900千円 900千円 6,000千円

第６年次

10



４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度

人

文学部

　日本文学科 4 - - -
学士

（文学） - - - 昭和62年度
石川県金沢市末町
10の5番地

平成27年より学生募集停止

　国際文化学科 4 - - -
学士

（文学） - - - 昭和62年度 同上 平成27年より学生募集停止

　歴史文化学科 4 - - -
学士

（文学） - - - 平成23年度 同上 平成27年より学生募集停止

　文学科 4 150
3年次
10

620
学士

（文学） 1.22 1.21 平成30 平成27年度 同上 定員変更（20）

　　日本文学専攻 4 50
(便宜上)

(5) 210
学士

（文学） 1.19 1.14 平成30 平成27年度 同上 定員変更（10）

　　英米文学専攻 4 30 120
学士

（文学） 0.70 0.70 - 平成27年度 同上

　　歴史学専攻 4 40
(便宜上)

(5) 170
学士

（文学） 1.49 1.47 - 平成27年度 同上

　　心理学専攻 4 30 120
学士

（文学） 1.54 1.50 平成30 平成27年度 同上 定員変更（10）

　教育学科 4 70
3年次

5
290

学士
（教育学） 0.88 1.27 令和2 平成30年度 同上 定員変更（△30）

経営情報学部

　経営ビジネス学科 4 - - -
学士

(経営学) - - - 平成18年度 同上 平成28年より学生募集停止

　経営システム学科 4 - - -
学士

(経営学) - - - 平成18年度 同上 平成28年より学生募集停止

　経営情報学科 4 - - -
学士

(経営学) - - 平成30 平成28年度 同上 令和2年より学生募集停止

経済学部

　経済学科 4 80
3年次

5
330

学士
（経済学） 1.00 1.00 ‐ 令和2年度 同上

　経営学科 4 60
3年次

5
250

学士
（経営学） 1.28 1.28 ‐ 令和2年度 同上

経済情報学部

　経済情報学科 4 70 - 280
学士

(経済情報
学)

1.12 1.12 ‐ 令和2年度 同上

美術文化学部 平成28年より学生募集停止

　美術学科 4 - - -
学士

(芸術学) - - - 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

　メディアデザイン学科 4 - - -
学士

（学術） - - - 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

芸術学部

　芸術学科 4 70 - 280
学士

(芸術学) 1.05 1.21 - 平成28年度 同上

人間健康学部

　スポーツ健康学科 4 120
3年次
10

500
学士

(ｽﾎﾟｰﾂ健康
学)

1.22 1.47 平成29 平成23年度 同上 定員変更（20）

　健康栄養学科 4 80
3年次

5
330

学士
（栄養学） 0.94 1.00 - 平成28年度 同上

大学院経営情報学研究科

　経営情報学専攻
　(博士前期課程) 2 10 - 20

修士
(経営情報

学)
0.50 0.50 - 平成11年度

　経営情報学専攻
　(博士後期課程） 3 4 - 12

博士
(経営情報

学)
0.25 0.25 - 平成17年度

大学院人文学研究科

　人文学専攻
　（修士課程）

2 5 - 10
修士

（文学） 0.00 0.00 - 平成20年度
石川県金沢市末町
10の5番地

大学院スポーツ健康学研究科

　スポーツ健康学専攻
　　（修士課程） 2 5 - 10

修士
(ｽﾎﾟｰﾂ健康

学)
0.40 0.40 - 平成27年度 同上

大学全体 - 724 40 2932 - - - - - -

　金　沢　学　院　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和2年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

石川県金沢市末町10の
5番地及びサテライト
教室（石川県金沢市南
町3番1号　南町中央ビ
ル)
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大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍

人

幼児教育学科 2 50 - 100
短期大学士
（幼児
教育学）

0.58 0.48 - 平成30年度
石川県金沢市末町
10の5番地

現代教養学科 2 50 - 100
短期大学士
（教養） 0.89 0.90 ‐ 平成28年度 同上

食物栄養学科 2 60 - 120
短期大学士
（栄養学） 0.85 1.00 - 平成17年度 同上

大学全体 - 160 - 320 - - - - - -

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和２年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

　金　沢　学　院　短　期　大　学

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和2年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

12



【認可時又は届出時】 【令和２年度】

教授

井出　秀樹
（70）

＜令和２年４月＞
経営学修士

専 教授

高橋　啓
（64）

＜令和２年４月＞
博士（公共政策学）

専 教授

奥井（久利）めぐみ
（50）

＜令和２年４月＞
博士（国際公共政策）

専 教授

奥井（久利）めぐみ
（50）

＜令和２年４月＞
博士（国際公共政策）

専 教授

高橋　啓
（64）

＜令和２年４月＞
博士（公共政策学）

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ

ミクロ経済学Ⅰ

マクロ経済学Ⅰ

マクロ経済学Ⅱ

公共経済学

地域振興論

医療政策論

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

専 教授

井手　秀樹
（70）

＜令和２年４月＞
経営学修士

ミクロ経済学Ⅱ

経済政策論

産業組織論

公益事業論

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

専

５　教員組織の状況

＜経済学部　経済学科＞

（１）ー① 担当教員表

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ

まちづくり論

観光と経済

都市と文化

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

労働経済学

金融論Ⅰ

金融論Ⅱ

地域金融を考える

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

専 教授

竹村　裕樹
（65）

＜令和２年４月＞
工学士

北陸経済産業論

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

FSP講座

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

FSP講座

経営学基礎Ⅰ

経営学基礎Ⅱ

日本経済史

公共政策論

演習Ⅱ

産業組織論

公益事業論

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ

ミクロ経済学Ⅰ

労働経済学

地域金融を考える

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

FSP講座

日本経済史

公共政策論

地域振興論

医療政策論

北陸経済産業論

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

ミクロ経済学Ⅱ

ボランティア体験 ボランティア体験

就業体験（インターンシップ等）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

財政学Ⅰ

財政学Ⅱ

専 教授

専 教授

馬場先　恵子
（62）

＜令和２年４月＞
博士（学術）

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ

就業体験（インターンシップ等）

地誌

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

国際経済

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

計量経済学Ⅱ

経済政策論

財政学Ⅰ

専 教授

豊田　欣吾
（59）

＜令和２年４月＞
経済学士

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

現代経済論Ⅰ

現代経済論Ⅱ

計量経済学Ⅰ

財政学Ⅱ

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ

公共経済学

金融論Ⅰ

金融論Ⅱ

世界経済史

根本　博
（71）

＜令和２年４月＞
経済学士

根本　博
（71）

＜令和２年４月＞
経済学士

現代経済論Ⅰ

現代経済論Ⅱ

古谷　京一
（53）

＜令和２年４月＞
修士（経済学）

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅱ

専 教授 専 教授

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

演習Ⅰ

マクロ経済学Ⅰ

マクロ経済学Ⅱ

キャリアデザインⅢ

専 講師

加藤　里沙
（35）

＜令和２年４月＞
博士（経済学）

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

FSP講座

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

経済学概論
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担 教授

大野　尚弘
（50）

＜令和３年４月＞
修士（商学）

兼担 教授

大野　尚弘
（50）

＜令和３年４月＞
修士（商学）

ビジネス・ケーススタディ

マーケティング・リサーチ

流通論Ⅰ

マーケティング論Ⅰ

マーケティング論Ⅱ

ビジネス・ケーススタディ

マーケティング・リサーチ

流通論Ⅰ

演習Ⅱ

流通論Ⅱ

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

兼担 教授

石川　温
（56）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

兼担 教授

石崎　建治
（55）

＜令和２年４月＞
文学修士 兼担 教授

石崎　建治
（55）

＜令和２年４月＞
文学修士

日本史概説Ⅰ 日本史概説Ⅰ

経済データ分析Ⅱ

計量社会科学Ⅰ

計量社会科学Ⅱ

兼担 教授

阿手　雅博
（68）

＜令和２年４月＞
博士（工学）

情報マネジメント基礎

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

経済学概論

経済学史

計量経済学Ⅰ

計量経済学Ⅱ

社会保障論

国際経済

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

専 講師

多田　邦宏
（60）

＜令和２年４月＞
学士(体育）

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

スポーツ科学

社会政策論

深堀　遼太郎
（34）

＜令和２年４月＞
博士(商学）

演習Ⅰ

演習Ⅱ

経済データ分析Ⅰ

マーケティング論Ⅰ

マーケティング論Ⅱ

専 講師

兼担 教授

石川　温
（56）

＜令和３年４月＞
博士（理学）

英語コミュニケーションⅠ

演習Ⅰ

経済データ分析Ⅰ

経済データ分析Ⅱ

計量社会科学Ⅰ

計量社会科学Ⅱ

演習Ⅰ

流通論Ⅱ

専 講師

平方　裕久
（38）

＜令和２年４月＞
博士（経済学）

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

英語コミュニケーションⅡ

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅱ

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

社会保障論

経済学史

社会政策論
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担 教授

佐々木　圭一
（49）

＜令和２年４月＞
博士（理学）

兼担 教授

笠間　弘美
（62）

＜令和４年４月＞
MATESL（米国）

兼担 教授

桑野　裕昭
（52）

＜令和２年４月＞
博士（工学）

一般数学

経済数学

ゲーム理論

自然科学概論Ⅰ

自然科学概論Ⅱ

自然地理学概説Ⅰ

自然地理学概説Ⅱ

ビジネス英語Ⅱ

自然科学概論Ⅰ

自然科学概論Ⅱ

自然地理学概説Ⅰ

自然地理学概説Ⅱ

兼担 教授

コンピュータ基礎演習Ⅰ

コンピュータ基礎演習Ⅱ

兼担 教授

土屋　雅一
（63）

＜令和３年４月＞
工学士

兼担 教授

岡田　政則
（62）

＜令和２年４月＞
博士（情報科学）

兼担 教授

笠間　弘美
（62）

＜令和４年４月＞
MATESL（米国）

兼担 教授

桑野　裕昭
（52）

＜令和２年４月＞
博士（工学）

ビジネス英語Ⅰ

兼担 教授

ビジネス・ケーススタディ

ビジネス戦略

経営組織論

税法基礎

税法

兼担 教授

兼担

田中　晴人
（66）

＜令和２年４月＞
経済学修士

兼担 教授

松井　良雄
（61）

＜令和２年４月＞
博士（工学）

統計基礎

教授

兼担 教授

経営管理論Ⅰ

経営管理論Ⅱ

まちづくり論

土屋　雅一
（63）

＜令和３年４月＞
工学士

田中　晴人
（66）

＜令和２年４月＞
経済学修士

ビジネス戦略

経営組織論

税法基礎

税法

佐々木　圭一
（49）

＜令和２年４月＞
博士（理学）

ゲーム理論

地誌

ビジネス英語Ⅰ

ビジネス英語Ⅱ

英語Ⅰ

英語Ⅱ

教授兼担

FSP講座

兼担 教授

高　賢一
（66）

＜令和２年４月＞
修士（教育学）

観光と経済　

地域経済論

経営学基礎Ⅰ

経営学基礎Ⅱ

心理学の基礎

佐藤　淳
（57）

＜令和２年４月＞
修士（国際情報）

馬場先　恵子
（62）

＜令和２年４月＞
博士（学術）

ビジネス・ケーススタディ

岩井　恒太郎
（62）

＜令和２年４月＞
修士（経済学）

会計学基礎Ⅰ

会計学基礎Ⅱ

兼担
准教
授

商業簿記Ⅰ

商業簿記Ⅱ

観光経済論

都市と文化

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

演習Ⅱ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担
准教
授

藤本　祥二
（48）

＜令和４年４月＞
博士（理学）

社会データ分析

金融データ分析

兼担
准教
授

坂東　貴夫
（47）

＜令和３年４月＞
博士（学術）

兼担
准教
授

中村　直行
（55）

＜令和２年４月＞
博士（文学）

兼担
准教
授

中崎　崇志
（49）

＜令和２年４月＞
博士（文学）

哲学Ⅰ

哲学Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

心理学の基礎

総合英語Ⅰ

総合英語Ⅱ

兼担
准教
授

塚崎　玲子
（59）

＜令和３年４月＞
文学修士

兼担

塚崎　玲子
（59）

＜令和３年４月＞
文学修士

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

キャリアプランニングⅠ

哲学Ⅰ

哲学Ⅱ

兼担
准教
授

会計学基礎Ⅰ

会計学基礎Ⅱ

原価計算Ⅰ

原価計算Ⅱ

ビジネス・ケーススタディ

兼担
准教
授

藤本　祥二
（48）

＜令和４年４月＞
博士（理学）

米澤　順一
（55）

＜令和２年４月＞
修士（経営情報学）

日本史概説Ⅱ 日本史概説Ⅱ

兼担
准教
授

前川　浩子
（42）

＜令和２年４月＞
博士（教育学）

心理学の基礎

兼担
准教
授

本多　俊彦
（47）

＜令和２年４月＞
修士（文学） 兼担

准教
授

商業簿記Ⅰ

商業簿記Ⅱ

ビジネス・ケーススタディ

原価計算Ⅰ

原価計算Ⅱ

本多　俊彦
（47）

＜令和２年４月＞
修士（文学）

米澤　順一
（55）

＜令和２年４月＞
修士（経営情報学）

兼担
准教
授

兼担
准教
授

演習Ⅱ

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

兼担
准教
授

マラット・ザニケエフ
（43）

＜令和２年４月＞
博士(国際情報通信学）

コンピュータ基礎演習Ⅰ

社会データ分析

金融データ分析

中村　直行
（55）

＜令和２年４月＞
博士（文学）

英語Ⅰ

英語Ⅱ

コンピュータ基礎演習Ⅱ

准教
授

准教
授

兼担

小里　千寿
（57）

＜令和２年４月＞
経営学修士

キャリアデザインⅠ

人的資源管理

FSP講座

キャリアプランニングⅡ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

渡邊　誠士
（39）

＜令和２年４月＞
修士（経済学）

講師

高橋　栄一
（62）

＜令和３年４月＞
教育学修士

東洋史概説Ⅰ

東洋史概説Ⅱ

人文地理学概説Ⅰ

人文地理学概説Ⅱ

人文地理学概説Ⅰ

人文地理学概説Ⅱ

会計学基礎Ⅰ

兼担 講師

加来　奈奈
（37）

＜令和２年４月＞
博士（文学）

兼担 講師

小里　千寿
（57）

＜令和２年４月＞
経営学修士

西洋史概説Ⅰ

西洋史概説Ⅱ

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ

人的資源管理

兼担 講師

高橋　栄一
（62）

＜令和３年４月＞
教育学修士 兼担

兼担 講師

佐々木　聡
（38）

＜令和３年４月＞
博士（文学） 兼担 講師

兼担 講師

加来　奈奈
（37）

＜令和２年４月＞
博士（文学） 兼担 講師

兼担 講師

財務会計

ビジネス・ケーススタディ

コーポレートファイナンスⅠ

コーポレートファイナンスⅡ

財務会計

兼担
准教
授

ビジネス・ケーススタディ

コーポレートファイナンスⅠ

コーポレートファイナンスⅡ

兼担
准教
授

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

渡邊　誠士
（39）

＜令和２年４月＞
修士（経済学）

経営学基礎Ⅰ

コンピュータ基礎演習Ⅱ

一般数学

小形　優人
（28）

＜令和２年４月＞
博士（理学）

コンピュータ基礎演習Ⅰ

経済数学

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

FSP講座

西洋史概説Ⅰ

西洋史概説Ⅱ

東洋史概説Ⅰ

佐々木　聡
（38）

＜令和３年４月＞
博士（文学）

後藤　弘光
（29）

＜令和２年４月＞
博士（理学）

FSP講座

統計基礎

東洋史概説Ⅱ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

兼担 講師

野田　祐輔
（32）

＜令和２年４月＞
博士（工学）

情報マネジメント基礎

兼担 助教

菊政　俊平
（27）

＜令和２年４月＞
博士（体育科学）

スポーツ科学

兼担 講師

上野　学
（35）

＜令和２年４月＞
博士（経営学）

経営学基礎Ⅰ

経営学基礎Ⅱ

会計学基礎Ⅰ

会計学基礎Ⅱ

経営管理論Ⅰ

経営管理論Ⅱ

基礎演習Ⅰ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任 講師

武村　敏幸
（66）

＜令和２年４月＞
法学修士

法学（日本国憲法） 法学（日本国憲法）

英語Ⅰ

英語Ⅱ

兼任 講師

山本　憲雄
（73）

＜令和２年４月＞
MBA（観光学）（米国） 兼任 講師

山本　憲雄
（73）

＜令和２年４月＞
MBA（観光学）（米国）

兼任 講師

東　祐紀
（35）

＜令和３年４月＞
法務博士（専門職）

講師

法律学概論

梶本　逸子
（73）

＜令和２年４月＞
文学士 兼任 講師

梶本　逸子
（73）

＜令和２年４月＞
文学士

英語Ⅰ

英語Ⅱ

英語Ⅰ

英語Ⅱ

英語Ⅰ

英語Ⅱ

中原　眞澄
（58）

＜令和２年４月＞
修士（教育学）

兼任 講師

河合　晃一
（35）

＜令和３年４月＞
博士（公共経営） 兼任 講師

河合　晃一
（35）

＜令和３年４月＞
博士（公共経営）

政治学概論 政治学概論

兼任 講師

武村　敏幸
（66）

＜令和２年４月＞
法学修士

高他　毅
（60）

＜令和２年４月＞
文学士

社会学Ⅰ

社会学Ⅱ

兼任 講師

谷本　亙
（64）

＜令和４年４月＞
文学修士

兼任 講師

大西　吉之
（53）

＜令和３年４月＞
修士（文学）

世界経済史

兼任

英語Ⅰ

英語Ⅱ

兼任 講師

講師

村上　裕
（46）

＜令和４年４月＞
修士（地域政策）

兼任 講師

森嶋　秀紀
（48）

＜令和３年４月＞
修士（法学） 兼任 講師

森嶋　秀紀
（48）

＜令和３年４月＞
修士（法学）

商法Ⅰ

商法Ⅱ

民法Ⅰ

民法Ⅱ

商法Ⅰ

商法Ⅱ

民法Ⅰ

民法Ⅱ

兼任 講師

村上　裕
（46）

＜令和４年４月＞
修士（地域政策） 兼任

中原　眞澄
（58）

＜令和２年４月＞
修士（教育学）

地域経済論

観光経済論

英語Ⅰ

英語Ⅱ

社会学Ⅰ

社会学Ⅱ

木村　高宏
（47）

＜令和４年４月＞
博士（政策科学）

政治学

兼任 講師 兼任 講師

総合英語Ⅰ

総合英語Ⅱ

兼担 助教

野寺　巧寛
（30）

＜令和２年４月＞
修士（法学）

法律学概論

兼任 講師

木村　高宏
（47）

＜令和４年４月＞
博士（政策科学） 兼任 講師

政治学

兼任 講師

高他　毅
（60）

＜令和２年４月＞
文学士
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

兼任 講師

吉本　惠律子
（73）

＜令和２年４月＞
文学士

英語Ⅰ

英語Ⅱ
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

　　　　 　　　　

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

　　　　 　　　　

【令和２年度】
・担当科目を調整するため、井手秀樹教授の「ミクロ経済学Ⅱ」を奥井めぐみ教授に変更。
・担当科目を調整するため、井手秀樹教授の「経済政策論」を豊田欣吾教授に変更。
・担当科目を調整するため、奥井めぐみ教授の「マクロ経済学Ⅰ」「マクロ経済学Ⅱ」「公共経済学」「金融論Ⅰ」「金融論Ⅱ」を古谷京一教授に変更。
・担当科目を調整するため、「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「キャリアデザインⅢ」を奥井めぐみ教授に追加。
・担当科目数を軽減するため、高橋啓教授を「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」から外す。
・担当科目を調整するため、高橋啓教授、田中晴人兼担教授の「経営学基礎Ⅰ」「経営学基礎Ⅱ」を減じ、上野学兼担講師に追加。
・担当科目を調整するため、渡邊誠士兼担准教授の「経営学基礎Ⅰ」を減じ、上野学兼担講師に追加。
・竹村裕樹教授の学内異動に伴い、「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「FSP講座」「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「キャリアデザインⅢ」「キャリアプランニン
グⅠ」「キャリアプランニングⅡ」「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「基礎演習Ⅲ」「基礎演習Ⅳ」を担当科目から外す。
・竹村裕樹教授の学内異動に伴い、「まちづくり論」「観光と経済」「都市と文化」を佐藤淳兼担教授に変更。
・馬場先恵子教授が兼担教授となったことに伴い、「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「キャリアプランニングⅠ」「キャリアプランニングⅡ」を担当科目から外す。
・担当科目を調整するため、馬場先恵子兼担教授の「就業体験(インターンシップ等）」を減じ、高橋啓教授に追加。
・担当科目を調整するため、根本博教授を「現代経済論Ⅰ」「現代経済論Ⅱ」「財政学Ⅰ」「財政学Ⅱ」から外し、豊田欣吾教授に追加。
・担当科目を調整するため、根本博教授に「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」を追加。
・多田邦宏講師の学内異動に伴い、「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「キャリアデザインⅢ」を外す。
・多田邦宏講師の学内異動に伴い、「スポーツ科学」を外し、菊政俊平兼担助教に追加。
・深堀遼太郎講師の就任辞退に伴い、「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「キャリアデザインⅢ」「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅰ」
「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」を外す。
・深堀遼太郎講師の就任辞退に伴い、「経済学史」「社会保障論」「社会政策論」を外し、平方裕久講師に追加。
・深堀遼太郎講師の就任辞退に伴い、「経済学概論」「国際経済」を外し、加藤里沙講師に追加。
・深堀遼太郎講師の就任辞退に伴い、「計量経済学Ⅰ」「計量経済学Ⅱ」を外し、豊田欣吾教授に追加。
・阿手雅博教授の就任辞退に伴い、「情報マネジメント基礎」を外し、野田祐輔兼担講師に追加。
・担当科目を調整するため、大野尚弘兼担教授に「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」を追加。
・兼担教員の負担を軽減するため、岡田政則兼担教授の「コンピュータ基礎演習Ⅰ」「コンピュータ基礎演習Ⅱ」を外し、小形優人兼担講師、マラット・ザニキエフ兼担准教
授に追加。
・担当科目数を軽減するため、桑野裕昭兼担教授の「一般数学」「経済数学」を外し、小形優人兼担講師に追加。
・担当科目数を調整するため、田中晴人兼担教授の「経営管理論Ⅰ」「経営管理論Ⅱ」を外し、上野学兼担講師に追加。
・教育効果を考え、田中晴人兼担教授に「FSP講座」を追加。
・教育効果を考え、笠間弘美兼担教授に「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」を追加。
・担当科目を調整するため、松井良雄兼担教授の「統計基礎」を後藤弘光兼担講師に追加。
・岩井恒太郎兼担准教授の就任辞退に伴い、「会計学基礎Ⅰ」「会計学基礎Ⅱ」を外す。
・岩井恒太郎兼担准教授の就任辞退に伴い、「商業簿記Ⅰ」「商業簿記Ⅱ」を外し、米澤順一兼担准教授に追加。
・小里千寿講師の職位を准教授に変更し、教育効果を考え、「FSP講座」を追加。
・担当科目を調整するため、後藤弘光兼担講師に「FSP講座」を追加。
・兼担教員の負担を軽減するために、塚崎玲子兼担准教授の「総合英語Ⅰ」「総合英語Ⅱ」を外し、中原眞澄兼任講師に追加。
・担当科目を調整するため、塚崎玲子兼担准教授に「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」を追加。
・兼担教員の負担を軽減するために、前川弘子兼担准教授、中崎崇志兼担准教授の「心理学の基礎」を外し高賢一兼担教授に追加。
・兼担教員の負担を軽減するために、坂東貴夫兼担准教授の「英語コミュニケーションⅠ」「英語コミュニケーションⅡ」を外し、平方裕久講師に追加。
・科目調整するため、米澤順一兼担准教授の「会計学基礎Ⅰ」「会計学基礎Ⅱ」を外し、上野学兼担講師に追加。
・科目調整するため、渡邊誠士兼担准教授の「会計学基礎Ⅰ」を外し、上野学兼担講師に追加。
・専任講師の補充により、「世界経済史」を大西吉之兼任講師から外し、加藤里沙講師に追加。
・担当科目を調整するため、谷本瓦兼任講師の「地域経済論」「観光経済論」を外し、佐藤淳兼担教授に追加。
・担当科目を調整するため、東祐紀兼任講師の「法律学概論」を外し、野寺巧寛兼担助教に追加。
・教育効果を考え、「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」を吉本惠律子兼任講師に追加。
・担当科目を調整するため、「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」を豊田欣吾教授に追加。
・担当科目を調整するため、「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「キャリアデザインⅢ」「キャリアプランニングⅠ」「キャリア
プランニングⅡ」「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」を古谷京一教授に追加。
・担当科目を調整するため、「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」を佐藤淳兼担教授に追加。
・担当科目を調整するため、「FSP講座」「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「キャリアデザインⅢ」「基礎演習Ⅰ」「基礎演習
Ⅱ」「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」を加藤里沙講師に追加。
・担当科目を調整するため、「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「キャリアデザインⅢ」「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「演習
Ⅰ」「演習Ⅱ」を平方裕久講師に追加。
・担当科目を調整するため、「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」を米澤順一兼担准教授に追加。
・担当科目を調整するため、「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」を渡邊誠士兼担准教授に追加。
・担当科目を調整するため、「FSP講座」「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」を上野学兼担講師に追加。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

教授　　　65
教授以外　60

2 3

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
2

= ％
8
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　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
8
8

= 100 ％

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｄ）

6 0

歳 名 名

年齢構成

2

　（２）－③　年齢構成

2 0 8
6 0

［　0　］ ［　0　］ ［　0　］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

8 4

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員等数【大学】

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

（0）

［　0　］ ［　0　］ ［　0　］ ［　0　］ ［ 0 ］

6 0 2 0 8

［　0　］ ［ 0 ］

6 0 2 0 8

（6） （0） （2）

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= － ％
0

［ 0 ］

0

［ 0 ］

0 0

0

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

（0） （8）

0 8

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目科目

人
科目

43

0 自由自由

計 計計 0

4

（３） 専任教員辞任等の理由

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

11

0

0

0

番　号

①の合計数（a） ②の合計数（b）

0

38 5

職　位 専任教員氏名

学修基礎Ⅰ

演習Ⅱ

必修・選択・自由の別

必修

①

必修

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

必修

①

①

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

R2.3自己都合により就任辞退（２）

担当予定科目

教授 R2.3竹村　裕樹

演習Ⅰ

1

学修基礎Ⅱ

FSP講座

キャリアデザインⅠ

必修 27 科目

選択

R2.3学内配置の変更により就任辞退（２）R2.3

科目

R2.3学内配置の変更により就任辞退（２）

キャリアデザインⅢ ①

選択 スポーツ科学 ②

必修

必修

選択

学修基礎Ⅱ

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ

必修

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

選択

必修 27

選択

必修

選択

自由自由 0

16 5

0必修

2 教授 馬場先　恵子

学修基礎Ⅰ

②

①

①必修

選択

選択 就職体験（インターンシップ等）

地誌

①

①

3 講師 多田　邦宏 R2.3

必修 学修基礎Ⅰ ①

必修

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ

まちづくり論

観光と経済

都市と文化

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

選択

必修

必修

②

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

②

②

必修

選択

必修

必修

必修

必修

選択

選択

選択

4 講師 深堀　遼太郎 R2.3

必修 学修基礎Ⅰ ①

R2.3自己都合により就任辞退（２）

必修 演習Ⅰ ①

必修 演習Ⅱ ①

必修

必修

必修

必修

選択

選択

選択

選択

選択

選択

必修

必修

学修基礎Ⅱ

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

①

①

①

選択

①

①

必修

必修

学修基礎Ⅱ

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

経済学概論

経済学史

計量経済学Ⅰ

計量経済学Ⅱ

社会保障論

社会政策論

国際経済

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 50 ％
4
8

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 16

0

後任補充状況

0 科目

0 科目

0 科目 計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

0自由

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

番　号

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

専任教員氏名 必修・選択・自由の別 辞任等の理由担当予定科目

0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

27

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

4 人

必修 27 科目 必修

計

5 選択

必修

科目 選択 0

③の合計数（c）

0 人

計

①の合計数（a） ②の合計数（b）

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

0

選択 0 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

0 計

必修 0

計 0

自由

0

0 選択 0

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

0

11 選択

必修

0

自由 0

計 43 科目 計 38 計 5

0 自由 0

必修

選択

自由

科目 必修 0

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

該当なし
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

必修 0 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

　令和2年4月に就任辞退した4名については、本人及び学内配置のやむを得ない事情により辞退することとなったと判断している。後任教員
については、経済学を専門とする教授2名、講師2名を任用しており手当ができている。このように、専任教員の辞退による学生の履修に関
する不都合は生じていない。また、教員が辞退することについて、学生便覧やシラバス等も適正に修正を行っており、学生が混乱すること
はなかったと考える。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

該当なし
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（令和２年）

認　可　時

（令和２年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和２年度）

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

・定年規程に定める退
職年齢を超える専任教
員数の割合が高いこと
から、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用
に努めるとともに、教
員組織編制の将来構想
を策定し、着実に実行
すること。

教員組織編制の将来構想に
ついて、認可申請書におけ
る設置の趣旨に記載した通
り、完成年度を経て令和6年
4月には、30～40歳代の准教
授又は講師を採用する計画
である。また、年齢構成が
偏らないような人員計画と
していく予定である。(2)

遵守事項 履行中

履　行　状　況

遵守事項 履行済

・「自然地理学概
説」、「西洋史概説」
等の科目が専門選択科
目として配置されてい
るのは不適切であるた
め、科目区分を改める
こと。

指摘の通り、「西洋史概説
Ⅰ」「西洋史概説Ⅱ」「日
本史概説Ⅰ」「日本史概説
Ⅱ」「東洋史概説Ⅰ」「東
洋史概説Ⅱ」「人文地理学
概説Ⅰ」「人文地理学概説
Ⅱ」「地誌」「自然地理学
概説Ⅰ」「自然地理学概説
Ⅱ」を専門選択科目から教
養科目の人文・社会・自然
科学科目に変更した。(2)

開設時に60歳代以上の熟練
教員を多く配置することと
なったが、完成年度を経て
令和6年4月には、30～40歳
代の准教授又は講師を採用
する計画である。その際、
年齢構成が偏らないよう人
員配置計画とする予定であ
る。(2)

・定年規程に定める退
職年齢を超える専任教
員数の割合が高いこと
から、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用
に努めるとともに、教
員組織編成の将来構想
を策定し、着実に実行
すること。（人間健康
学部健康栄養学科）

教員組織編制の将来構想に
ついて、認可申請書におけ
る設置の趣旨に記載した通
り、完成年度を迎える令和2
年4月に主要な科目である公
衆栄養学分野、給食経営管
理分野、応用栄養学分野の
教員を採用する計画として
いたところである。一方、
令和3年4月に人間健康学部
健康栄養学科を廃止し、新
たに栄養学部栄養学科を届
出により設置する予定であ
る。これらを両立する形で
今後、段階的に、定年に関
する規定を遵守することを
第一に、上記分野の教員を
いずれも40歳代から50歳代
の教授又は准教授での任用
を計画している。（2）

今後、任期満了あるいは定
年等により60歳代の熟練教
員が退職するに従い段階的
に、定年に関する規定を遵
守することを第一に、30～
40歳代の准教授又は講師を
採用する計画としている。
また、年齢構成が偏らない
ような人員計画としていく
予定である。(2)

指摘事項
（改善）

履行中
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設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和２年度）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和２年度）

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

指摘事項
（改善）

履行済

・入学定員未充足の改
善に努めること。（文
学部教育学科）

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

本学科を設置した平成30年
度の定員充足率は0.49で
あったのに対し、平成31年
度は0.89に改善した。さら
に、今年度は定員を100名よ
り70名に減じたことで、定
員充足率が1.27となり未充
足は解消している。引き続
き学生募集活動において、
近隣の高校に対して本学科
の学修内容の周知を図り、
入学定員確保に向けた学生
募集に努めていく。(2)

指摘事項
（改善）

履行中

・定年規程に定める退
職年齢を超える専任教
員数の割合が高いこと
から、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用
に努めるとともに、教
員組織編成の将来構想
を策定し、着実に実行
すること。（文学部教
育学科）

学科の教員組織構成につい
て、定年規程に定める専任
教員の比率が高いが、新学
科設置時には教育学に関す
る実績と経験を備えた教員
が欠かせないことから、こ
のような配置を行った。今
後、この経験豊富な教員が
30～40歳代の若手教員に教
育学に関する知識や経験を
伝え、完成年度を経て令和4
年4月には、定年に関する規
定を遵守することを第一
に、30～40歳代の准教授、
講師あるいは助教を採用す
ることを計画している。ま
た、年齢構成が偏らないよ
うな人員計画としていく予
定である。(2)

履行状況に記載した経験豊
富な60歳代以上の教員が30
～40歳代の若手教員に知識
や経験を伝え、完成年度を
経て令和4年4月には、定年
に関する規定を遵守するこ
とを第一に、30～40歳代の
准教授、講師あるいは助教
を採用する計画としてい
る。（2）

履行済とした理由は、平成
31年度の充足率は0.89倍、
令和元年度は定員を30人減
じたことと相俟って充足率
は1.27倍となったためであ
る。今後は定員管理に十分
配慮することとしたい。(2)
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

※関係規程等

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　本学では、ＦＤ活動は、学長指揮のもとで大学改革を推進するための学内組織「教育開発センター」が取り組むプロ
ジェクトの1つに位置付けられており、これらを推進する組織として副学長を委員長とする大学ＦＤ委員会を全学的な委
員会として設置し、活動を行っている。また、ＳＤ活動については、大学ＦＤ委員でもある担当事務職員が中心とな
り、ＦＤ活動との連携を重視して計画的に実施している。

７　その他全般的事項

＜経済学部　経済学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

該当なし
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　　③ＦＤ研修会・ＳＤ研修会

　　　令和元年度は以下の要領で、併設の金沢学院短期大学と合同で全学的な研修会を実施した。

　上記の他、新任教員研修を２回開催している。

　アンケート結果については、教育開発センター会議において報告がされている。その内、早期対応が必要と思われる
教員や授業については、学長の指示のもとで個別に指導・対応をしている。
　なお、アンケートの集計結果については本学ホームページ「情報公開」において、学部・学科間での比較ができるよ
うな形で公開している。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　ｃ　委員会の審議事項等

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　①教員相互の授業参観及びピアレビュー

　　②授業評価アンケート

　　③ＦＤ／ＳＤ研修会

　ｂ　実施方法

　　②前期及び後期の2回、授業後に10項目の質問と自由記載のアンケート調査を実施した。

　　　第3回ＦＤ／ＳＤ研修会
　　　　日　時：令和元年9月4日(水) 15:00-16:30
　　　　内　容：障がいのある学生の就学支援について

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　令和元年度は教育開発センターのプロジェクトとして、副学長が中心となり、各学部や事務職員から選出したプロ
ジェクトメンバーで議論を重ね、隔週で開催されている教育開発センター会議において、審議、意見聴取や報告等を
行った。

　教員の教育力の一層の向上を目指し、教育の実質化を図るために、定期的に開催するＦＤ／ＳＤ研修会の企画につい
て議論を重ねている。また、ＦＤについてはピアレビュー改革プロジェクトを中心に、授業評価アンケートやピアレ
ビューの実施方法について見直し、評価結果について集計・分析も実施している。
　ＳＤについては、各部署の業務や、外部の研修会で得た知識等を共有できるような研修のあり方について、議論を重
ねた。

　　①前年度後期に引き続き、すべての授業期間をピアレビュー期間に設定し、教員全員がピアレビューのために授業
　　　を公開して、空き時間のある教員が参観した。その後、授業者とレビュアーによる意見交換の場を設けることと
　　　した。

　　　第1回ＦＤ／ＳＤ研修会
　　　　日　時：平成31年4月8日(月) 16:30-17:30
　　　　内　容：本学のアセスメントポリシーについて

　　　第2回ＦＤ／ＳＤ研修会
　　　　日　時：令和元年5月24日(金) 16:30-17:30
　　　　内　容：Moodle等ＩＣＴ活用に関する研修会

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

 ＦＤ研修会およびＳＤ研修会への参加については、学長がリーダーシップをもって全員参加を呼び掛けている。そのた
め、やむを得ない出張や会議あるいは当番職員を除いて、ほぼ全員が出席している。各研修会の出席状況については以
下のとおりである。
　第1回ＦＤ／ＳＤ研修会　　出席者134名（大学教員87名　短大教員21名　事務職員26名）
　第2回ＦＤ／ＳＤ研修会　　出席者136名　（大学教員99名　短大教員24名　事務職員13名）
　第3回ＦＤ／ＳＤ研修会　　出席者102名（大学教員71名　短大教員17名　事務職員14名）

　これまで実施してきたピアレビューについては、全ての授業回を参観可とし、参観後は相互もしくはチームでディス
カッションを行い、振り返りを重視することとしている。
　また、平成30年度から準備を進めてきたアセスメントポリシーの策定に伴い、評価の適正化をはかるため、ルーブ
リックの導入も進めている。
　その他の研修会では、近年増えつつある障がいのある学生に対する修学支援について、特別支援教育を専門とする本
学教育学科の教員による研修会の実施や、自宅学習の促進を目指したMoodleの活用等に関する研修会を実施した。

　前期及び後期の2回実施した。授業後に10項目の質問と自由記載欄のあるマークシートを配付してアンケート調査を実
施した。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。
　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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（４） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

○　設置計画履行状況報告書（令和２年度）

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　・令和２年９月末　公表予定

　ｂ　公表方法

　開設初年度にあたる令和２年度から、本件改組の趣旨を達成できるよう、学生が自らの興味、関心を足がかりとし
て、学修を進める経験をとおして、主体的に問題を発見し、解を見出し、解決につなげていく力を修得できるように授
業の工夫を行うこととしている。現状では遠隔授業を行うにとどまっているが、1学部２学科体制のもと、教員間・科目
間の連携を容易にし、学生の主体的な学修を支える教育体制の充実を図っている。特に1年次は経済学科として汎用性の
高い学修となるよう配慮し、2年次は、それぞれの専門性を高める高度な学修につながるように配慮している。その結果
として、学士力を担保しうる教育課程及び社会人・職業人として必要とされる力を備えた人材の育成を目指したい。

　　・自己点検・評価報告書を作成し、大学ホームページ「情報公開」にて公開する。

　　・令和３年度に日本高等教育評価機構の評価を受ける計画としている。

　　・大学ホームページ上に公開予定（令和２年８月末を予定）

③　認証評価を受ける計画

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。
　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を
　　　　含めて記入してください。

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

（３） 教育課程連携協議会に関する事項
　※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

　　該当なし

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、
　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（アキヤマ　ミノル ）

秋山　稔

（平成２９年１月）

（アキヤマ　ミノル ）

秋山　稔

（平成２５年４月）

（タカハシ　ヒロシ）

高橋　啓

（令和２年４月）

（オオノ　タカヒロ）

大野　尚弘

（令和２年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和元年度に報告済の内容　→（元）

　　　　　　令和２年度に報告する内容　→（２）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

学 部 長

学科長等

学　　長

　　　　石川県金沢市末町１０の５番地の１

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

（４） 管理運営組織

職　　名

理 事 長

　　　〒９２０－１３９２

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人金沢学院大学

（２） 大　学　名
　　　　金沢学院大学

（３） 調査対象大学等の位置
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、平成２８年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　

　経済学部

　　　経営学科 4 60 ３年次 250

5

　学士（経営学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

312 ― ― ― ― ― ― ―

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

305 ― ― ― ― ― ― ―

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

113 ― ― ― ― ― ― ―

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

77 ― ― ― ― ― ― ―

(　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　) (　―　)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和２年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

――1.28 ―

志願者数

備　　考

Ａ　 入学定員

1.28倍 ―

60 ― ― ―

[ 　―　 ] [ 　―　 ] [ 　―　 ]

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

[ 　―　 ]

(　―　)

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 平均入学定
員

超 過 率

開設年度か
ら報告年度
までの平均
入学定員超

過率

(　―　) (　―　) (　―　)

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

年 人 年次 人

人

経済学関係

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画
備　　考

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

77 ― ― ― ― ― ― ―

[　―　] [　―　] [　―　] [　―　] [　―　] [　―　] [　―　] [　―　]

（ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ）

― ― ― ― ― ―

[　―　] [　―　] [　―　] [　―　] [　―　] [　―　]

（ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ）

― ― ― ―

[　―　] [　―　] [　―　] [　―　]

（ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ）

― ―

[　―　] [　―　]

（ ― ） （ ― ）

　　・令和２年５月１日　公表

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

[　 ― 　]

―

（　 ― 　）

１年次

２年次

３年次

４年次

計

77

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
備　　　　　考

― ―

（　 ― 　） （　 ― 　） （　 ― 　）

[　 ― 　] [　 ― 　] [　 ― 　]
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

77 人 0 人 令和２年度 0 人 0 人

令和２年度 ― 人 ― 人

令和３年度 ― 人 ― 人

令和２年度 ― 人 ― 人

令和３年度 ― 人 ― 人

令和４年度 ― 人 ― 人

令和２年度 ― 人 ― 人

令和３年度 ― 人 　― 人

令和４年度 ― 人 ― 人

令和５年度 ― 人 ― 人

0 人 0 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 77

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） ―
令和３年度の在学者数（ｂ） ―

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） ―
令和４年度の在学者数（ｂ） ―

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） ―
令和５年度の在学者数（ｂ） ―

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

= = － ％

= = － ％

= = － ％

合　　計

= = 0 ％

令和４年度 ― 人 ― 人

令和５年度 ― 人 ― 人

人

　　　区　分

対象年度

在学者数（b） 退学者数（a）

令和２年度

令和３年度 ― 人 ―

主な退学理由
（留学生の理由は[　]書き）

内訳

入学した年度
退学者数

うち留学生数
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【令和２年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 4 4 1前 2 2 2 2

2前 2 4 4 2前 2 2 2 2

1前 2 1 1前 2 0 兼2

－ 4 2 4 4 － 4 2 2 2 2 兼2

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼2 1前 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

－ 20 兼8 － 20 兼7

1前 2 兼3 1前 2 兼6

1後 2 兼3 1後 2 兼6

2前 2 1 2前 2 0 兼1

2後 2 1 2後 2 0 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

－ 4 8 1 兼4 － 4 8 0 兼7

1前 2 兼1 1前 2 兼1

－ 2 兼1 － 2 兼1

1前 2 2 1 1前 2 1 0 1 兼4

1後 2 1 2 兼1 1後 2 2 2 2 兼1

2前 2 1 2 兼1 2前 2 2 2 2 兼1

2後 2 1 2 兼1 2後 2 2 2 2 兼1

3前 2 2 1 兼1 3前 2 3 0 1 兼1

3後 2 2 1 兼1 3後 2 3 0 1 兼1

1～4通 1 1 1～4通 1 1

1～4通 1 兼1 1～4通 1 兼1

－ 8 6 4 4 兼2 － 8 6 3 2 2 兼4

－ 16 38 4 4 兼15 － 16 38 3 2 2 兼20

２　授業科目の概要

＜経済学部　経営学科＞

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

（１）－① 授業科目表

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

小計（ 3 科目） 小計（ 3 科目）

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
科
目

哲学Ⅰ
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
科
目

哲学Ⅰ

哲学Ⅱ 哲学Ⅱ

社会学Ⅰ 社会学Ⅰ

修
学
基
礎
科
目

学修基礎Ⅰ

教
養
科
目

修
学
基
礎
科
目

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ 学修基礎Ⅱ

コンピュータ基礎演習Ⅰ コンピュータ基礎演習Ⅰ

自然科学概論Ⅱ 自然科学概論Ⅱ

経済学概論 経済学概論

一般数学 一般数学

自然科学概論Ⅰ 自然科学概論Ⅰ

社会学Ⅱ 社会学Ⅱ

法学（日本国憲法） 法学（日本国憲法）

心理学の基礎 心理学の基礎

小計（ 10 科目） 小計（ 10 科目）

語
学
科
目

英語Ⅰ

語
学
科
目

英語Ⅰ

英語Ⅱ 英語Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ

小計（ 6 科目） 小計（ 6 科目）

スポーツ科学 ス
ポ
ー

ツ
科
学

科
目

スポーツ科学

小計（ 1 科目） 小計（ 1 科目）

英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

総合英語Ⅰ 総合英語Ⅰ

総合英語Ⅱ 総合英語Ⅱ

ボランティア体験 ボランティア体験

小計（ 8科目） 小計（ 8科目）

教養科目　計（ 28科目） 教養科目　計（ 28科目）

キャリアプランニングⅠ キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ キャリアプランニングⅡ

就業体験（インターンシップ等） 就業体験（インターンシップ等）

キ
ャ
リ
ア
科
目

FSP講座

キ
ャ
リ
ア
科
目

FSP講座

キャリアデザインⅠ キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ キャリアデザインⅢ

教
養
科
目

ス
ポ
ー

ツ
科
学

科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1 1 兼1 1前 2 1 0 兼0

1前 2 3 1前 2 2

1前 2 兼1 1前 2 兼1

3前 2 3 3 3前 2 3 2 1

3後 2 3 3 3後 2 3 2 1

4前 2 3 3 4前 2 4 2 1

4後 2 3 3 4後 2 4 2 1

－ 14 3 3 兼2 － 14 4 2 1 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼2

1後 2 1 兼1 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 2

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1後 2 1 1後 2 0 兼2

1後 2 兼1 1後 2 兼1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 1 兼0

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1 0

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
科
目

専
門
必
修
科
目

基
礎
科
目

経営学基礎Ⅰ

専
門
科
目

専
門
必
修
科
目

展
開
科
目

基礎演習Ⅰ

小計（ 7 科目）

統計基礎

財務会計Ⅰ

税務会計Ⅰ

情報マネジメント基礎Ⅰ

現代経済論Ⅱ

コンピュータ基礎演習Ⅱ

経営管理論Ⅰ

経営管理論Ⅱ

マーケティング論 Ⅰ

展
開
科
目

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ 演習Ⅰ

演習Ⅱ 演習Ⅱ

基
礎
科
目

経営学基礎Ⅰ

会計学基礎Ⅰ 会計学基礎Ⅰ

現代経済論Ⅰ 現代経済論Ⅰ

会計学基礎Ⅱ

情報マネジメント基礎Ⅰ

現代経済論Ⅱ

コンピュータ基礎演習Ⅱ

小計（ 7 科目）

専
門
選
択
科
目

基
礎
科
目

プログラミング基礎

専
門
選
択
科
目

基
礎
科
目

プログラミング基礎

経営学基礎Ⅱ 経営学基礎Ⅱ

会計学基礎Ⅱ

マーケティング論 Ⅱ マーケティング論 Ⅱ

ミクロ経済学Ⅰ ミクロ経済学Ⅰ

マクロ経済学Ⅰ マクロ経済学Ⅰ

統計基礎

経営管理論Ⅰ

経営管理論Ⅱ

マーケティング論 Ⅰ

財務会計Ⅰ

商業簿記Ⅰ 商業簿記Ⅰ

商業簿記Ⅱ 商業簿記Ⅱ

日本経済史 日本経済史

世界経済史 世界経済史

まちづくり論 まちづくり論

税務会計Ⅰ

ビジネス英語Ⅰ ビジネス英語Ⅰ

ビジネス英語Ⅱ ビジネス英語Ⅱ

原価計算Ⅰ 原価計算Ⅰ

原価計算Ⅱ 原価計算Ⅱ

税法基礎 税法基礎
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼2

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 1 兼0

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 兼1 3前 2 1 兼0

3後 2 兼1 3後 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3後 2 兼1 3後 2 1 兼0

3後 2 兼1 3後 2 兼1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 2 2 3後 2 1 2

4前 2 兼1 4前 2 兼1

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

4後 2 兼1 4後 2 兼1

4前 2 1 4前 2 1 0

－ 138 4 3 兼17 － 138 4 2 兼16

14 138 4 3 兼17 14 138 4 2 1 兼16

－ 30 176 5 3 兼28 － 30 176 4 2 2 兼28

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
科
目

専
門
選
択
科
目

展
開
科
目

経済数学

専
門
科
目

専
門
選
択
科
目

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

情報マネジメント基礎Ⅱ

プログラミング

経営科学Ⅰ

経営科学Ⅱ

ミクロ経済学Ⅱ ミクロ経済学Ⅱ

財務会計Ⅱ 財務会計Ⅱ

マクロ経済学Ⅱ マクロ経済学Ⅱ

展
開
科
目

経済数学

プログラミング

経営科学Ⅰ

経営科学Ⅱ

情報マネジメント基礎Ⅱ

計量経済学Ⅰ 計量経済学Ⅰ

計量経済学Ⅱ 計量経済学Ⅱ

ゲーム理論 ゲーム理論

観光と経済 観光と経済

公共経済学 公共経済学

労働経済学 労働経済学

消費者行動論 消費者行動論

ビジネス戦略 ビジネス戦略

地域経済論 地域経済論

経営組織論 経営組織論

組織行動論 組織行動論

人的資源管理 人的資源管理

産業組織論 産業組織論

経済政策論 経済政策論

地域振興論 地域振興論

国際経済 国際経済

金融論 金融論

財政学 財政学

経営分析 経営分析

企業価値評価 企業価値評価

管理会計 管理会計

都市と文化 都市と文化

政治学 政治学

地域金融を考える 地域金融を考える

コーポレートファイナンスⅠ

コーポレートファイナンスⅡ コーポレートファイナンスⅡ

監査論 監査論

商法Ⅰ 商法Ⅰ

商法Ⅱ 商法Ⅱ

流通論Ⅱ 流通論Ⅱ

税法

ビジネス・ケーススタディ

北陸経済産業論

マーケティング・リサーチ

流通論Ⅰ

税法

ビジネス・ケーススタディ

北陸経済産業論

マーケティング・リサーチ

流通論Ⅰ

税務会計Ⅱ 税務会計Ⅱ

小計（69科目） 小計（69科目）

専門科目計（ 76科目） 専門科目計（ 76科目）

コーポレートファイナンスⅠ

合計（ 104科目） 合計（ 104科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

教養科目の必修科目から１６単位、教養科目の選択科目から１６単位以上、専門科目の必修単位
から１４単位、専門科目の選択科目から８２単位以上を修得し、合計１２８単位以上修得しなければ
ならない。
なお、年間の履修科目の登録の上限は原則４８単位とする。

教養科目の必修科目から１６単位、教養科目の選択科目から１６単位以上、専門科目の必修単位か
ら１４単位、専門科目の選択科目から８２単位以上を修得し、合計１２８単位以上修得しなければなら
ない。
なお、年間の履修科目の登録の上限は原則４８単位とする。
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【令和２年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

変更状況
備考

必修

　　　　 　　　　

（２） 授業科目数

・担当科目の調整のため、「学修基礎Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授4」から「教授2」、「准教授4」から「准教授2」、「講師0」から「講師2」に変更。
・担当科目の調整のため、「学修基礎Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授4」から「教授2」、「准教授4」から「准教授2」、「講師0」から「講師2」に変更。
・岡田政則教授の学内異動に伴い、「コンピュータ基礎演習Ⅰ」の専任教員等の配置を、「教授1」から「教授0」、兼担を「0」から「2」に変更。
・担当科目の調整のため、「心理学の基礎」を兼担「2」から「1」に変更。
・教育効果を考え、「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」の兼担を「3」から「6」に変更。
・坂東貴夫准教授の学内異動に伴い、「英語コミュニケーションⅠ」「英語コミュニケーションⅡ」の専任教員等の配置を「准教授1」から「准教授0」に、兼
担を「0」から「1」に変更。
・教育効果を考え、「FSP講座」の専任教員等の配置を「教授2」から「教授1」、「准教授1」から「准教授0」、「講師0」から「講師1」、兼担を「0」から
「4」に変更。
・教育効果を考え、「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「キャリアデザインⅢ」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授2」、「講師0」から
「講師2」に変更。
・教育効果を考え、「キャリアプランニングⅠ」「キャリアプランニングⅡ」の専任教員等の配置を「教授2」から「教授3」、「准教授1」から「准教授0」、
「講師0」から「講師1」に変更。
・担当科目の調整のため、「経営学基礎Ⅰ」の専任教員等の配置を「准教授1」から「准教授0」、兼担を「1」から「0」に変更。
・岩井恒太郎准教授の就任辞退に伴い、「会計学基礎Ⅰ」の専任教員等の配置を「准教授3」から「准教授2」に変更。
・担当科目の調整のため、「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」の専任教員等の配置を「准教授3」から「准教授2」、「講師0」から「講師1」に変更。
・担当科目の調整のため、「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授3」から「教授4」、「准教授3」から「准教授2」、「講師0」から「講師1」に変
更。
・教育効果を考え、「プログラミング基礎」の兼担を「1」から「2」に変更。
・岡田政則教授の学内異動に伴い、「コンピュータ基礎演習Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授0」、兼担を「0」から「2」に変更。
・佐藤淳教授の就任に伴い、「まちづくり論」の専任教員等の配置を「教授0」から「教授1」、兼担を「1」から「0」に変更。
・岩井恒太郎准教授の就任辞退に伴い、「税務会計Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授0」から「教授1」、「准教授1」から「准教授0」に変更。
・教育効果を考え、「プログラミング」の兼担を「1」から「2」に変更。
・佐藤淳教授の就任に伴い、「観光と経済」の専任教員等の配置を「教授0」から「教授1」、兼担を「1」から「0」に変更。
・佐藤淳教授の就任に伴い、「地域経済論」の専任教員等の配置を「教授0」から「教授1」、兼担を「1」から「0」に変更。
・佐藤淳教授の就任に伴い、「都市と文化」の専任教員等の配置を「教授0」から「教授1」、兼担を「1」から「0」に変更。
・担当科目の調整のため、「ビジネス・ケーススタディ」の専任教員等の配置を「教授2」から「教授1」に変更。
・岩井恒太郎准教授の就任辞退に伴い、「税務会計Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授0」から「教授1」、「准教授1」から「准教授0」に変更。

104

（１）－②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　

設置時の計画

選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由

[　　0　　] [　　0　　] [　　0　　] [　　0　　]

15 89 0 104 15 89 0

計
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

120

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

　該当なし

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0 ％

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

　　　　ください。

（４） 廃止科目

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

　　　　ください。

該当なし

該当なし
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備考

大学全体

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

0㎡ 46,202㎡

小　　　計 35,590㎡ 93,113㎡ 0㎡ 128,703㎡

◆共用する他の学校
金沢学院短期大学
(必要面積：3,200㎡)

◆運動場用地(専用)借用
面積:1,386㎡、
期間:25年

◆その他(共用)借用面
積：919㎡，借用期間10
年 1,978㎡，借用期間
21年（寮敷地)

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 0㎡ 82,501㎡ 0㎡ 82,501㎡

運動場用地 35,590㎡ 10,612㎡

そ　の　他 31,610㎡ 12,665㎡ 0㎡ 44,275㎡

合　　　計 67,200㎡ 105,778㎡ 0㎡ 172,978㎡

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

金沢学院短期大学と
併用
(必要面積：3,650㎡)

16,228㎡ 16,984㎡ 5,107㎡ 38,379㎡

（　　　　　16,228 ㎡）（　　　　　16,984　㎡）（　　　 　5,107　㎡）（　　　　　38,379　㎡）

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

経済学部　経営学科 8 室

大学・短大全体

50室 13室 43室
13室 3室

（補助職員　　3人）（補助職員　　2人）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

点 点

経済学部
経営学科

51,968〔11,450〕　

機械・器具 標　　本
(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料

550〔267〕　 233〔233〕　 1,063 2,152 0

(48,928〔11,490〕) （550〔267〕） （233〔233〕） （988） (2,152) （0）

計
51,968〔11,450〕　 550〔267〕　 233〔233〕　 1,063 2,152 0

(48,928〔11,490〕) （550〔267〕）

229,914冊

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

大学・短大全体
3,391㎡ 屋 内 練 習 場 テ ニ ス コ ー ト

（233〔233〕） （988） (2,152) （0）

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

2,755㎡ 325 席

図書は大学及び短期大
学全体での共用分を含
む

機械･器具、標本は大
学及び短期大学全体で
の共用分を含む

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕 点

開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 300千円 300千円 図書購入費 1,500千円 1,500千円
経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

1,500千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 900千円 900千円 設備購入費 6,000千円 6,000千円 6,000千円

1,060千円

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和２年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

1,060千円 ―千円 ―千円

学生納付金以外の維持方法の概要 自己資金、資産運用収入　等

図書費には電子ジャー
ナル・データベースの
整備費（運用コストを
含む）を含む。

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

1,200千円 1,060千円

　　　　その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度

人

文学部

　日本文学科 4 - - -
学士

（文学） - - - 昭和62年度
石川県金沢市末町
10の5番地

平成27年より学生募集停止

　国際文化学科 4 - - -
学士

（文学） - - - 昭和62年度 同上 平成27年より学生募集停止

　歴史文化学科 4 - - -
学士

（文学） - - - 平成23年度 同上 平成27年より学生募集停止

　文学科 4 150
3年次
10

620
学士

（文学） 1.22 1.21 平成30 平成27年度 同上 定員変更（20）

　　日本文学専攻 4 50
(便宜上)

(5) 210
学士

（文学） 1.19 1.14 平成30 平成27年度 同上 定員変更（10）

　　英米文学専攻 4 30 120
学士

（文学） 0.70 0.70 - 平成27年度 同上

　　歴史学専攻 4 40
(便宜上)

(5) 170
学士

（文学） 1.49 1.47 - 平成27年度 同上

　　心理学専攻 4 30 120
学士

（文学） 1.54 1.50 平成30 平成27年度 同上 定員変更（10）

　教育学科 4 70
3年次

5
290

学士
（教育学） 0.88 1.27 令和2 平成30年度 同上 定員変更（△30）

経営情報学部

　経営ビジネス学科 4 - - -
学士

(経営学) - - - 平成18年度 同上 平成28年より学生募集停止

　経営システム学科 4 - - -
学士

(経営学) - - - 平成18年度 同上 平成28年より学生募集停止

　経営情報学科 4 - - -
学士

(経営学) - - 平成30 平成28年度 同上 令和2年より学生募集停止

経済学部

　経済学科 4 80
3年次

5
330

学士
（経済学） 1.00 1.00 ‐ 令和2年度 同上

　経営学科 4 60
3年次

5
250

学士
（経営学） 1.28 1.28 ‐ 令和2年度 同上

経済情報学部

　経済情報学科 4 70 - 280
学士

(経済情報
学)

1.12 1.12 ‐ 令和2年度 同上

美術文化学部 平成28年より学生募集停止

　美術学科 4 - - -
学士

(芸術学) - - - 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

　メディアデザイン学科 4 - - -
学士

（学術） - - - 平成12年度 同上 平成28年より学生募集停止

芸術学部

　芸術学科 4 70 - 280
学士

(芸術学) 1.05 1.21 - 平成28年度 同上

人間健康学部

　スポーツ健康学科 4 120
3年次
10

500
学士

(ｽﾎﾟｰﾂ健康
学)

1.22 1.47 平成29 平成23年度 同上 定員変更（20）

　健康栄養学科 4 80
3年次

5
330

学士
（栄養学） 0.94 1.00 - 平成28年度 同上

大学院経営情報学研究科

　経営情報学専攻
　(博士前期課程) 2 10 - 20

修士
(経営情報

学)
0.50 0.50 - 平成11年度

　経営情報学専攻
　(博士後期課程） 3 4 - 12

博士
(経営情報

学)
0.25 0.25 - 平成17年度

大学院人文学研究科

　人文学専攻
　（修士課程）

2 5 - 10
修士

（文学） 0.00 0.00 - 平成20年度
石川県金沢市末町
10の5番地

大学院スポーツ健康学研究科

　スポーツ健康学専攻
　　（修士課程） 2 5 - 10

修士
(ｽﾎﾟｰﾂ健康

学)
0.40 0.40 - 平成27年度 同上

大学全体 - 724 40 2932 - - - - - -

　金　沢　学　院　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和2年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

石川県金沢市末町10の
5番地及びサテライト
教室（石川県金沢市南
町3番1号　南町中央ビ
ル)
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大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍

人

幼児教育学科 2 50 - 100
短期大学士
（幼児
教育学）

0.58 0.48 - 平成30年度
石川県金沢市末町
10の5番地

現代教養学科 2 50 - 100
短期大学士
（教養） 0.89 0.90 ‐ 平成28年度 同上

食物栄養学科 2 60 - 120
短期大学士
（栄養学） 0.85 1.00 - 平成17年度 同上

大学全体 - 160 - 320 - - - - - -

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和２年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

　金　沢　学　院　短　期　大　学

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和2年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員
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【認可時又は届出時】 【令和２年度】

５　教員組織の状況

＜経済学部　経営学科＞

（１）ー① 担当教員表

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

専
教授

大野　尚弘
（49）

＜令和２年４月＞
修士（商学）

専
教授

大野　尚弘
（49）

＜令和２年４月＞
修士（商学）

学修基礎Ⅰ 学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ 学修基礎Ⅱ

演習Ⅰ 演習Ⅰ

演習Ⅱ 演習Ⅱ

キャリアプランニングⅠ キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ キャリアプランニングⅡ

基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ

マーケティング論Ⅰ

マーケティング論Ⅱ

消費者行動論

ビジネス・ケーススタディ

専 教授

岡田　政則
（62）

＜令和２年４月＞
博士（情報科学）

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

キャリアデザインⅢ

コンピュータ基礎演習Ⅰ

コンピュータ基礎演習Ⅱ

FSP講座

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

マーケティング・リサーチ

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

FSP講座 FSP講座

専 教授

田中　晴人
（66）

＜令和２年４月＞
経済学修士

専 教授

田中　晴人
（66）

＜令和２年４月＞
経済学修士

経営管理論Ⅱ 経営管理論Ⅱ

経営組織論 経営組織論

組織行動論 組織行動論

経営学基礎Ⅰ 経営学基礎Ⅰ

経営学基礎Ⅱ 経営学基礎Ⅱ

経営管理論Ⅰ 経営管理論Ⅰ

演習Ⅰ 演習Ⅰ

演習Ⅱ 演習Ⅱ

ビジネス戦略 ビジネス戦略

基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ

マーケティング論Ⅰ

マーケティング論Ⅱ

消費者行動論

ビジネス・ケーススタディ

マーケティング・リサーチ

流通論Ⅰ

流通論Ⅱ

基礎演習Ⅰ

流通論Ⅰ

流通論Ⅱ

基礎演習Ⅰ

観光と経済

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

専 教授

佐藤　淳
（57）

＜令和２年４月＞
修士（国際情報）

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ

演習Ⅱ

地域経済論

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ

就業体験（インターンシップ等）

まちづくり論

都市と文化

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ

就業体験（インターンシップ等）

専 教授

土屋　雅一
（63）

＜令和２年４月＞
工学士

専 教授

土屋　雅一
（63）

＜令和２年４月＞
工学士

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ 演習Ⅰ

税法基礎 税法基礎

税法 税法

ビジネス・ケーススタディ

演習Ⅱ 演習Ⅱ

専
准教
授

岩井　恒太郎
（62）

＜令和２年４月＞
修士（経済学）

学修基礎Ⅰ

専
准教
授

坂東　貴夫
（46）

＜令和２年４月＞
博士（学術）

学修基礎Ⅱ

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ

FSP講座

会計学基礎Ⅰ

会計学基礎Ⅱ

商業簿記Ⅰ

商業簿記Ⅱ

税務会計Ⅰ

税務会計Ⅱ

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

キャリアデザインⅢ キャリアデザインⅢ

専
准教
授

米澤　順一
（55）

＜令和２年４月＞
修士（経営情報学）

専
准教
授

米澤　順一
（55）

＜令和２年４月＞
修士（経営情報学）

学修基礎Ⅰ 学修基礎Ⅰ

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

原価計算Ⅰ

原価計算Ⅱ

管理会計

ビジネス・ケーススタディ

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

英語コミュニケーションⅠ

演習Ⅱ

会計学基礎Ⅰ

会計学基礎Ⅱ 会計学基礎Ⅱ

原価計算Ⅰ

原価計算Ⅱ

管理会計

ビジネス・ケーススタディ

基礎演習Ⅰ

会計学基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

商業簿記Ⅱ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

税務会計Ⅰ

税務会計Ⅱ

商業簿記Ⅰ

キャリアデザインⅠ

学修基礎Ⅱ

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

英語コミュニケーションⅡ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

専
准教
授

渡邊　誠士
（39）

＜令和２年４月＞
修士（経済学）

専
准教
授

渡邊　誠士
（39）

＜令和２年４月＞
修士（経済学）

コーポレートファイナンスⅠ

コーポレートファイナンスⅡ

経営分析

企業価値評価

兼担 教授

阿手　雅博
（68）

＜令和２年４月＞
博士（工学）

基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ 演習Ⅰ

情報マネジメント基礎Ⅰ

情報マネジメント基礎Ⅱ

演習Ⅱ

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

FSP講座

専 講師

兼担 教授

奥井（久利）めぐみ
（51）

＜令和３年４月＞
博士（国際公共政策）

兼担 教授

奥井（久利）めぐみ
（51）

＜令和３年４月＞
博士（国際公共政策）

兼担 教授

井手　秀樹
（71）

＜令和３年４月＞
経営学修士

兼担 教授

井手　秀樹
（71）

＜令和３年４月＞
経営学修士

ミクロ経済学Ⅱ

産業組織論 産業組織論

ミクロ経済学Ⅰ

マクロ経済学Ⅰ

マクロ経済学Ⅱ

経済政策論

労働経済学

兼担 教授

笠間　弘美
（62）

＜令和４年４月＞
MATESL（米国）

兼担 教授

笠間　弘美
（60）

＜令和２年４月＞
MATESL（米国）

ビジネス英語Ⅰ ビジネス英語Ⅰ

ビジネス英語Ⅱ

英語Ⅰ

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

経営学基礎Ⅰ

公共経済学

労働経済学

金融論

地域金融を考える

ビジネス英語Ⅱ

会計学基礎Ⅰ

財務会計Ⅰ

財務会計Ⅱ

ビジネス・ケーススタディ

地域金融を考える

ミクロ経済学Ⅰ

演習Ⅱ

コーポレートファイナンスⅠ

コーポレートファイナンスⅡ

経営分析

企業価値評価

ビジネス・ケーススタディ

会計学基礎Ⅰ

財務会計Ⅰ

財務会計Ⅱ

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

会計学基礎Ⅱ

林　文慧
（62）

＜令和２年４月＞
修士（経済学）

学習基礎Ⅰ

キャリアデザインⅢ

学習基礎Ⅱ

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

ミクロ経済学Ⅱ

英語Ⅱ

専 講師

上野　学
（35）

＜令和２年４月＞
博士（経営学）

学修基礎Ⅰ

学修基礎Ⅱ

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

兼担 教授

高橋　啓
（64）

＜令和２年４月＞
博士（公共政策学）

兼担 教授

高橋　啓
（64）

＜令和２年４月＞
博士（公共政策学）

一般数学

ゲーム理論 ゲーム理論

兼担 教授

佐々木　圭一
（49）

＜令和２年４月＞
博士（理学） 兼担 教授

佐々木　圭一
（49）

＜令和２年４月＞
博士（理学）

兼担 教授

桑野　裕昭
（52）

＜令和２年４月＞
博士（工学）

兼担 教授

桑野　裕昭
（52）

＜令和２年４月＞
博士（工学）

経営学基礎Ⅱ

日本経済史

兼担 教授

竹村　裕樹
（66）

＜令和３年４月＞
工学士

まちづくり論

観光と経済

都市と文化

兼担 教授

松井　良雄
（61）

＜令和２年４月＞
博士（工学）

財政学

現代経済論Ⅰ

現代経済論Ⅱ

兼担 教授

根本　博
（71）

＜令和２年４月＞
経済学士

統計基礎

経営科学Ⅱ

地域振興論

経済数学

経営科学Ⅰ

ボランティア体験

経営学基礎Ⅰ

北陸経済産業論

自然科学概論Ⅰ

自然科学概論Ⅱ

経営科学Ⅰ

経営科学Ⅱ

日本経済史

地域振興論

ボランティア体験

北陸経済産業論

自然科学概論Ⅰ

自然科学概論Ⅱ

FSP講座

兼担 教授

豊田　欣吾
（59）

＜令和２年４月＞
経済学士

現代経済論Ⅱ

経済政策論

財政学

マクロ経済学Ⅰ

計量経済学Ⅰ

計量経済学Ⅱ

キャリアプランニングⅡ

人的資源管理

キャリアデザインⅠ

兼担 教授

古谷　京一
（53）

＜令和２年４月＞
修士（経済学）

現代経済論Ⅰ

公共経済学

金融論

マクロ経済学Ⅱ

兼担 教授

高　賢一
（66）

＜令和２年４月＞
修士（教育学）

心理学の基礎

兼担
准教
授

小里　千寿
（57）

＜令和２年４月＞
経営学修士

FSP講座

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

キャリアプランニングⅠ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

哲学Ⅰ 哲学Ⅰ

総合英語Ⅰ

英語Ⅱ

哲学Ⅱ

心理学の基礎

兼担
准教
授

中崎　崇志
（49）

＜令和２年４月＞
博士（文学）

兼担
准教
授

塚崎　玲子
（59）

＜令和３年４月＞
文学修士

兼担
准教
授

塚崎　玲子
（59）

＜令和３年４月＞
文学修士

兼担
准教
授

中村　直行
（55）

＜令和２年４月＞
博士（文学） 兼担

兼担
准教
授

前川　浩子
（42）

＜令和２年４月＞
博士（教育学）

心理学の基礎

プログラミング

兼担
准教
授

藤本　祥二
（48）

＜令和４年４月＞
博士（理学）

プログラミング基礎

兼担
准教
授

兼担 講師

多田　邦宏
（60）

＜令和２年４月＞
学士（体育）

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

キャリアプランニングⅠ

兼担 講師

小里　千寿
（57）

＜令和２年４月＞
経営学修士

キャリアデザインⅠ

スポーツ科学

キャリアプランニングⅡ

人的資源管理

総合英語Ⅱ

哲学Ⅱ

英語Ⅰ

ゴータム・ビスヌ・プラサド
（47）

＜令和２年４月＞
博士（工学）

プログラミング基礎

プログラミング

コンピュータ基礎演習Ⅰ

コンピュータ基礎演習Ⅱ

中村　直行
（55）

＜令和２年４月＞
博士（文学）

准教
授

兼担 講師

小形　優人
(28)

＜令和２年４月＞
博士（理学）

一般数学

経済数学

兼担 講師

加藤　里紗
（35）

＜令和２年４月＞
博士（経済学）

経済学概論

国際経済

世界経済史

FSP講座

野田　祐輔
（32）

＜令和２年４月＞
博士（工学）

プログラミング基礎

コンピュータ基礎演習Ⅱ

情報マネジメント基礎Ⅰ

情報マネジメント基礎Ⅱ

プログラミング

コンピュータ基礎演習Ⅰ

FSP講座

統計基礎

兼担 講師

後藤　弘光
（29）

＜令和２年４月＞
博士（理学）

兼担 講師
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

兼任 講師

梶本　逸子
（73）

＜令和２年４月＞
文学士

英語Ⅰ

英語Ⅱ

助教

菊政　俊平
(27)

＜令和２年４月＞
博士（体育科学）

スポーツ科学

英語Ⅱ 英語Ⅱ

総合英語Ⅰ

世界経済史

高他　毅
（60）

＜令和２年４月＞
文学士 兼任 講師

高他　毅
（60）

＜令和２年４月＞
文学士

社会学Ⅰ 社会学Ⅰ

社会学Ⅱ 社会学Ⅱ

兼任 講師

得前　元信
（61）

＜令和５年４月＞
商学修士

兼任 講師

中原　眞澄
（58）

＜令和２年４月＞
修士（教育学）

英語Ⅰ

経済学概論

国際経済

兼任 講師

大西　吉之
（53）

＜令和３年４月＞
修士（文学）

兼担 講師

深堀　遼太郎
（34）

＜令和２年４月＞
博士（商学）

計量経済学Ⅰ

計量経済学Ⅱ

兼担

兼任 講師

木村　高宏
（47）

＜令和４年４月＞
博士（政策科学） 兼任 講師

木村　高宏
（47）

＜令和４年４月＞
博士（政策科学）

政治学 政治学

兼任 講師

兼任 講師

武村　敏幸
（66）

＜令和２年４月＞
法学修士 兼任 講師

武村　敏幸
（66）

＜令和２年４月＞
法学修士

法学（日本国憲法） 法学（日本国憲法）

地域経済論

兼任 講師

谷本　亙
（64）

＜令和４年４月＞
文学修士

兼任 講師

山本　憲雄
（73）

＜令和２年４月＞
MBA（観光学）（米国） 兼任 講師

山本　憲雄
（73）

＜令和２年４月＞
MBA（観光学）（米国）

英語Ⅰ 英語Ⅰ

英語Ⅱ 英語Ⅱ

兼任 講師

得前　元信
（61）

＜令和５年４月＞
商学修士

監査論

兼任 講師

村上　裕
（46）

＜令和４年４月＞
修士（地域政策）

商法Ⅰ

商法Ⅱ

兼任 講師

中原　眞澄
（58）

＜令和２年４月＞
修士（教育学）

英語Ⅰ

兼任 講師

村上　裕
（46）

＜令和４年４月＞
修士（地域政策）

商法Ⅰ

商法Ⅱ

総合英語Ⅱ

監査論

兼担 講師

平方　裕久
（38）

＜令和２年４月＞
博士（経済学）

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

兼任 講師

吉本　惠律子
（73）

＜令和２年４月＞
文学士 兼任 講師

吉本　惠律子
（73）

＜令和２年４月＞
文学士

英語Ⅰ 英語Ⅰ

英語Ⅱ 英語Ⅱ

49



（１）ー②担当教員表に関する変更内容

　　　　 　　　　

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和２年度】

　　　　 　　　　

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

・教育効果を考え、大野尚弘教授の担当科目に「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「キャリアデザインⅢ」を追加。
・岡田政則教授の学内異動に伴い、担当科目「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「FSP講座」「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「キャリアデザインⅢ」「コンピュー
タ基礎演習Ⅰ」「コンピュータ基礎演習Ⅱ」を外し、「コンピュータ基礎演習Ⅰ」「コンピュータ基礎演習Ⅱ」はゴータム・ビスヌ・プラサド兼担准教授と野田祐輔兼担講師
が担当。
・佐藤淳教授が令和２年４月に就任。担当科目は「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「キャリアデザインⅢ」「キャリアプランニ
ングⅠ」「キャリアプランニングⅡ」「観光と経済」「地域経済論」「まちづくり論」「都市と文化」「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」。
・担当科目の調整のため、田中晴人教授の担当科目「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」を外し、「キャリアプランニングⅠ」「キャリアプランニングⅡ」「就業体験（インターン
シップ等）」を追加。
・担当科目の調整のため、土屋雅一教授の担当科目「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「キャリアプランニングⅠ」「キャリアプランニングⅡ」「就業体験（インターンシップ
等）」「ビジネス・ケーススタディ」「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」を外し、「税務会計Ⅰ」「税務会計Ⅱ」を追加。
・岩井恒太郎准教授の就任辞退に伴い、「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「FSP講座」「キャリアプランニングⅠ」「キャリアプランニングⅡ」「会計学基礎Ⅰ」「会計学基礎
Ⅱ」「商業簿記Ⅰ」「商業簿記Ⅱ」「税務会計Ⅰ」「税務会計Ⅱ」「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」を外し、「会計学基礎Ⅰ」「会計学基礎Ⅱ」は米澤順
一准教授と渡邊誠士准教授が、「商業簿記Ⅰ」「商業簿記Ⅱ」は米澤順一准教授が、「税務会計Ⅰ」「税務会計Ⅱ」は土屋雅一教授が担当。
・坂東貴夫准教授の学内異動に伴い、担当科目「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「キャリアデザインⅢ」「英語コミュニケー
ションⅠ」「英語コミュニケーションⅡ」を外し、「英語コミュニケーションⅠ」「英語コミュニケーションⅡ」は平方裕久兼担講師が担当。
・岩井恒太郎准教授の就任辞退に伴い、米澤順一准教授の担当科目に「商業簿記Ⅰ」「商業簿記Ⅱ」を追加。
・担当科目の調整のため、渡邊誠士准教授の担当科目「経営学基礎Ⅰ」を外し、「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「キャリアデザインⅢ」「会計学基礎Ⅰ」を
追加。
・上野学講師が就任。担当科目は「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「FSP講座」「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「キャリアデザインⅢ」「キャリアプランニング
Ⅰ」「キャリアプランニングⅡ」「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」。
・林文慧講師が就任。担当科目は「学修基礎Ⅰ」「学修基礎Ⅱ」「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「キャリアデザインⅢ」。
・阿手雅博兼担教授の就任辞退に伴い、担当科目「情報マネジメント基礎Ⅰ」「情報マネジメント基礎Ⅱ」を野田祐輔兼担講師の担当に変更。
・担当科目の調整のため、井手秀樹兼担教授の担当科目「ミクロ経済学Ⅱ」「経済政策論」を外す。
・担当科目の調整のため、奥井めぐみ兼担教授の担当科目「マクロ経済学Ⅰ」「マクロ経済学Ⅱ」「公共経済学」「金融論」を外し、「ミクロ経済学Ⅱ」を追加。
・教育効果を考え、笠間弘美兼担教授の担当科目に「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」を追加。
・担当科目の調整のため、桑野裕昭兼担教授の担当科目「一般数学」「経済数学」を外す。
・担当科目の調整のため、中崎崇志兼担准教授、前川浩子兼担准教授の担当科目「心理学の基礎」を高賢一兼担教授が担当。
・担当科目の調整のため、高橋啓兼担教授の担当科目「経営学基礎Ⅰ」「経営学基礎Ⅱ」を外す。
・担当科目の調整のため、竹村裕樹兼担教授の担当科目「まちづくり論」「観光と経済」「都市と文化」を佐藤淳教授が担当。
・豊田欣吾兼担教授が就任。担当科目は「現代経済論Ⅱ」「マクロ経済学Ⅰ」「計量経済学Ⅰ」「計量経済学Ⅱ」「経済政策論」「財政学」。
・担当科目の調整のため、根本博兼担教授の担当科目「現代経済論Ⅰ」を古谷京一兼担教授が、「現代経済論Ⅱ」「財政学」を豊田欣吾兼担教授が担当。
・担当科目の調整のため、松井良雄兼担教授の担当科目「統計基礎」を後藤弘光兼担講師が担当。
・古谷京一兼担教授が就任。担当科目は「現代経済論Ⅰ」「マクロ経済学Ⅱ」「公共経済学」「金融論」。
・小里千寿兼担講師が准教授に昇格。
・担当科目の調整のため、塚崎玲子兼担准教授の担当科目「総合英語Ⅰ」「総合英語Ⅱ」を外し、「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」を追加。
・担当科目の調整のため、藤本祥二兼担准教授の担当科目「プログラミング基礎」「プログラミング」をゴータム・ビスヌ・プラサド兼担准教授と野田祐輔兼担講師が担当。
・ゴータム・ビスヌ・プラサド兼担准教授が就任。担当科目は「「プログラミング基礎」「プログラミング」「コンピュータ基礎演習Ⅰ」「コンピュータ基礎演習Ⅱ」。
・小形優人兼担講師が就任。担当科目は「一般数学」「経済数学」。
・加藤里沙兼担講師が就任。担当科目は「経済学概論」「世界経済史」「国際経済」。
・後藤弘光兼担講師が就任。担当科目は「統計基礎」。
・多田邦宏兼担講師の学内異動に伴い、担当科目「スポーツ科学」を菊政俊平助教が担当。
・野田祐輔兼担講師が就任。担当科目は「プログラミング基礎」「プログラミング」「コンピュータ基礎演習Ⅰ」「コンピュータ基礎演習Ⅱ」「情報マネジメント基礎Ⅰ」
「情報マネジメント基礎Ⅱ」。
・平方裕久兼担講師が就任。担当科目は「英語コミュニケーションⅠ」「英語コミュニケーションⅡ」。
・深堀遼太郎兼担講師の就任辞退に伴い、担当科目「経済学概論」「国際経済」を加藤里沙兼担講師が、「計量経済学Ⅰ」「計量経済学Ⅱ」を豊田欣吾兼担教授が担当。
・大西吉之兼任講師の就任辞退に伴い、担当科目「世界経済史」を加藤里沙兼担講師が担当。
・梶本逸子兼任講師が就任。担当科目は「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」。
・佐藤淳教授の就任に伴い、谷本亙兼任講師の担当科目「地域経済論」を佐藤淳教授の担当に変更。
・担当科目の調整のため、中原眞澄兼任講師の担当科目に「総合英語Ⅰ」「総合英語Ⅱ」を追加。
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= － ％
0

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
2

= 25 ％
8

2 2

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
8

= 100 ％
8

教授　　　65
教授以外　60

2 3

歳 名 名

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

［　0　］ ［ △2 ］ ［　2　］ ［　0　］ ［ 0 ］ ［ 0 ］［　0　］ ［ △2 ］ ［　2　］ ［ 0 ］ ［ 0 ］ ［ 0 ］

0 8 0

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
助手

（Ｃ'）
教　授 准教授

4 2 2 0 8 0

講　師 助　教
計

（Ｄ）
助手

（Ｄ'）

4

0 8 0
4 4 0 0 8 0

（4） （4） （0） （0） （8） （0）

4 2 2

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）
助手

（Ｂ'）
教　授 准教授 講　師 助　教

計
（Ａ）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員等数【大学】

設置時の計画 現在（報告時）の状況

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

8 4
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

①

②

R2.3学内配置の変更により就任辞退（２）

必修 学修基礎Ⅱ ①

選択 英語コミュニケーションⅡ ②

必修

選択

必修

選択

必修

選択

選択

選択

選択

選択

必修

必修

学修基礎Ⅱ

FSP講座

キャリアプランニングⅠ

キャリアプランニングⅡ

会計学基礎Ⅰ

3 准教授 坂東　貴夫 R2.3

必修 学修基礎Ⅰ ①

会計学基礎Ⅱ

商業簿記Ⅰ

商業簿記Ⅱ

税務会計Ⅰ

税務会計Ⅱ

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

必修

必修

必修

選択

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

英語コミュニケーションⅠ

①

①

0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

0 人
自由 0 科目 自由 0 自由

計 0

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0

必修 0 科目 必修

選択 0 選択 0

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

辞任等の理由番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

計 0

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

3 人

計 30 科目 計 26 計 4

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

18 必修 0 必修 0

選択 4 選択 0選択 12 科目 選択 8

必修 18 科目 必修

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

①

R2.3自己都合により就任辞退（２）

必修 演習Ⅰ ①

必修 演習Ⅱ ①

2 准教授 岩井　恒太郎 R2.3

必修 学修基礎Ⅰ

①

①

①

①

①

①

①

①

R2.3学内配置の変更により就任辞退（２）

選択 コンピュータ基礎演習Ⅰ ②

選択 コンピュータ基礎演習Ⅱ ②

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

1 教授 岡田　政則 R2.3

必修 学修基礎Ⅰ

必修

選択

必修

必修

必修

学修基礎Ⅱ

FSP講座

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

キャリアデザインⅢ

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

該当なし
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　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　令和2年4月に就任辞退した3名については、本人及び学内配置のやむを得ない事情により辞退することとなったと判断している。後任教
員については、経営学及び経済学を専門とする教授1名、講師2名を任用しており手当ができている。このように、専任教員の辞退による学
生の履修に関する不都合は生じていない。また、教員が辞退することについて、学生便覧やシラバス等も適正に修正を行っており、学生が
混乱することはなかったと考える。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0 人

計 0 科目 計 0 計 0

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

0 必修 0 必修 0

選択 0 選択 0選択 0 科目 選択 0

必修 0 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

=
3

= 37.5 ％
8

3 人

計 30 科目 計 26 計 4 計 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

18 必修 0 必修 0

選択 4 選択 0選択 12 科目 選択 8

必修 18 科目 必修

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ｄ）＋（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

該当なし

53



区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（令和２年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和２年度）

遵守事項 履行中

・定年規程に定める退
職年齢を超える専任教
員数の割合が比較的高
いことから、定年規程
の趣旨を踏まえた適切
な運用に努めるととも
に、教員組織編制の将
来構想について検討す
ること。

指摘事項
（改善）

教員組織編制の将来構想に
ついて、認可申請書におけ
る設置の趣旨に記載した通
り、完成年度を経て令和6年
4月には、30～40歳代の准教
授又は講師を採用する計画
である。また、年齢構成が
偏らないような人員計画と
していく予定である。(2)

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

開設時に60歳代以上の熟練
教員を多く配置することと
なったが、完成年度を経て
令和6年4月には、30～40歳
代の准教授又は講師を採用
する計画である。その際、
年齢構成が偏らないよう人
員配置計画とする予定であ
る。(2)

履行中

・定年規程に定める退
職年齢を超える専任教
員数の割合が高いこと
から、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用
に努めるとともに、教
員組織編成の将来構想
を策定し、着実に実行
すること。（人間健康
学部健康栄養学科）

教員組織編制の将来構想に
ついて、認可申請書におけ
る設置の趣旨に記載した通
り、完成年度を迎える令和2
年4月に主要な科目である公
衆栄養学分野、給食経営管
理分野、応用栄養学分野の
教員を採用する計画として
いたところである。一方、
令和3年4月に人間健康学部
健康栄養学科を廃止し、新
たに栄養学部栄養学科を届
出により設置する予定であ
る。これらを両立する形で
今後、段階的に、定年に関
する規定を遵守することを
第一に、上記分野の教員を
いずれも40歳代から50歳代
の教授又は准教授での任用
を計画している。（2）

今後、任期満了あるいは定
年等により60歳代の熟練教
員が退職するに従い段階的
に、定年に関する規定を遵
守することを第一に、30～
40歳代の准教授又は講師を
採用する計画としている。
また、年齢構成が偏らない
ような人員計画としていく
予定である。(2)
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設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和２年度）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和２年度）

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

履行状況に記載した経験豊
富な60歳代以上の教員が30
～40歳代の若手教員に知識
や経験を伝え、完成年度を
経て令和4年4月には、定年
に関する規定を遵守するこ
とを第一に、30～40歳代の
准教授、講師あるいは助教
を採用する計画としてい
る。（2）

指摘事項
（改善）

履行済

・入学定員未充足の改
善に努めること。（文
学部教育学科）

本学科を設置した平成30年
度の定員充足率は0.49で
あったのに対し、平成31年
度は0.89に改善した。さら
に、今年度は定員を100名よ
り70名に減じたことで、定
員充足率が1.27となり未充
足は解消している。引き続
き学生募集活動において、
近隣の高校に対して本学科
の学修内容の周知を図り、
入学定員確保に向けた学生
募集に努めていく。(2)

指摘事項
（改善）

履行中

・定年規程に定める退
職年齢を超える専任教
員数の割合が高いこと
から、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用
に努めるとともに、教
員組織編成の将来構想
を策定し、着実に実行
すること。（文学部教
育学科）

学科の教員組織構成につい
て、定年規程に定める専任
教員の比率が高いが、新学
科設置時には教育学に関す
る実績と経験を備えた教員
が欠かせないことから、こ
のような配置を行った。今
後、この経験豊富な教員が
30～40歳代の若手教員に教
育学に関する知識や経験を
伝え、完成年度を経て令和4
年4月には、定年に関する規
定を遵守することを第一
に、30～40歳代の准教授、
講師あるいは助教を採用す
ることを計画している。ま
た、年齢構成が偏らないよ
うな人員計画としていく予
定である。(2)

履行済とした理由は、平成
31年度の充足率は0.89倍、
令和元年度は定員を30人減
じたことと相俟って充足率
は1.27倍となったためであ
る。今後は定員管理に十分
配慮することとしたい。(2)
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

※関係規程等

７　その他全般的事項

＜経済学部　経営学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　本学では、ＦＤ活動は、学長指揮のもとで大学改革を推進するための学内組織「教育開発センター」が取り組むプロ
ジェクトの1つに位置付けられており、これらを推進する組織として副学長を委員長とする大学ＦＤ委員会を全学的な委
員会として設置し、活動を行っている。また、ＳＤ活動については、大学ＦＤ委員でもある担当事務職員が中心とな
り、ＦＤ活動との連携を重視して計画的に実施している。

該当なし
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　　③ＦＤ研修会・ＳＤ研修会

　　　令和元年度は以下の要領で、併設の金沢学院短期大学と合同で全学的な研修会を実施した。

　上記の他、新任教員研修を２回開催している。

 ＦＤ研修会およびＳＤ研修会への参加については、学長がリーダーシップをもって全員参加を呼び掛けている。そのた
め、やむを得ない出張や会議あるいは当番職員を除いて、ほぼ全員が出席している。各研修会の出席状況については以
下のとおりである。
　第1回ＦＤ／ＳＤ研修会　　出席者134名（大学教員87名　短大教員21名　事務職員26名）
　第2回ＦＤ／ＳＤ研修会　　出席者136名　（大学教員99名　短大教員24名　事務職員13名）
　第3回ＦＤ／ＳＤ研修会　　出席者102名（大学教員71名　短大教員17名　事務職員14名）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　アンケート結果については、教育開発センター会議において報告がされている。その内、早期対応が必要と思われる
教員や授業については、学長の指示のもとで個別に指導・対応をしている。
　なお、アンケートの集計結果については本学ホームページ「情報公開」において、学部・学科間での比較ができるよ
うな形で公開している。

　これまで実施してきたピアレビューについては、全ての授業回を参観可とし、参観後は相互もしくはチームでディス
カッションを行い、振り返りを重視することとしている。
　また、平成30年度から準備を進めてきたアセスメントポリシーの策定に伴い、評価の適正化をはかるため、ルーブ
リックの導入も進めている。
　その他の研修会では、近年増えつつある障がいのある学生に対する修学支援について、特別支援教育を専門とする本
学教育学科の教員による研修会の実施や、自宅学習の促進を目指したMoodleの活用等に関する研修会を実施した。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　前期及び後期の2回実施した。授業後に10項目の質問と自由記載欄のあるマークシートを配付してアンケート調査を実
施した。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　　　第1回ＦＤ／ＳＤ研修会
　　　　日　時：平成31年4月8日(月) 16:30-17:30
　　　　内　容：本学のアセスメントポリシーについて

　　　第2回ＦＤ／ＳＤ研修会
　　　　日　時：令和元年5月24日(金) 16:30-17:30
　　　　内　容：Moodle等ＩＣＴ活用に関する研修会

　　　第3回ＦＤ／ＳＤ研修会
　　　　日　時：令和元年9月4日(水) 15:00-16:30
　　　　内　容：障がいのある学生の就学支援について

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　令和元年度は教育開発センターのプロジェクトとして、副学長が中心となり、各学部や事務職員から選出したプロ
ジェクトメンバーで議論を重ね、隔週で開催されている教育開発センター会議において、審議、意見聴取や報告等を
行った。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。
　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｃ　委員会の審議事項等

　教員の教育力の一層の向上を目指し、教育の実質化を図るために、定期的に開催するＦＤ／ＳＤ研修会の企画につい
て議論を重ねている。また、ＦＤについてはピアレビュー改革プロジェクトを中心に、授業評価アンケートやピアレ
ビューの実施方法について見直し、評価結果について集計・分析も実施している。
　ＳＤについては、各部署の業務や、外部の研修会で得た知識等を共有できるような研修のあり方について、議論を重
ねた。

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　①教員相互の授業参観及びピアレビュー

　　②授業評価アンケート

　　③ＦＤ／ＳＤ研修会

　ｂ　実施方法

　　①前年度後期に引き続き、すべての授業期間をピアレビュー期間に設定し、教員全員がピアレビューのために授業
　　　を公開して、空き時間のある教員が参観した。その後、授業者とレビュアーによる意見交換の場を設けることと
　　　した。

　　②前期及び後期の2回、授業後に10項目の質問と自由記載のアンケート調査を実施した。
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　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

○　設置計画履行状況報告書（令和２年度）

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫
　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫
　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、
　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

③　認証評価を受ける計画

　　・令和３年度に日本高等教育評価機構の評価を受ける計画としている。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。
　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を
　　　　含めて記入してください。
　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ
　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

　開設初年度にあたる令和２年度から、本件改組の趣旨を達成できるよう、学生が自らの興味、関心を足がかりとし
て、学修を進める経験をとおして、主体的に問題を発見し、解を見出し、解決につなげていく力を修得できるように授
業の工夫を行うこととしている。現状では遠隔授業を行うにとどまっているが、1学部２学科体制のもと、教員間・科目
間の連携を容易にし、学生の主体的な学修を支える教育体制の充実を図っている。特に1年次は経営学科として汎用性の
高い学修となるよう配慮し、2年次は、それぞれの専門性を高める高度な学修につながるように配慮している。その結果
として、学士力を担保しうる教育課程及び社会人・職業人として必要とされる力を備えた人材の育成を目指したい。

　　・大学ホームページ上に公開予定（令和２年８月末を予定）

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期
　　・令和２年９月末　公表予定

　ｂ　公表方法
　　・自己点検・評価報告書を作成し、大学ホームページ「情報公開」にて公開する。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　該当なし

（４） 自己点検・評価等に関する事項

（３） 教育課程連携協議会に関する事項
　※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。
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